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できる！
VPN＆
ウェブアプリ

[特集]

一歩進んだSOHOがやってくる

白橋明弘／井上尚司／古野淳一
Photo: Nakamura Tohru
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オフィスのSOHOネットワークがひ

ととおりでき上がったら、最後の仕上

げに入る。ここでまず考えなければい

けないのは、そのネットワークを外部

とどのように結ぶか、つまり、どのよ

うにネットワークを拡張するかという

ことだ。

社内にいるときにネットワークにア

クセスできることは当然だが、外出先

から社内ネットワークにアクセスする

ことも考えたい。その際、社内にいる

ときとまったく同じように、社内のデ

ータにアクセスできるようにすること

が重要だ。

オフィス内のネットワークにオフィ

スの外からアクセスする方法としては、

リモートアクセスがある。オフィス内

のサーバーにモデムなどを用意し、リ

モートアクセスサーバーを動かしてお

く。そこに外から直接アクセスするわ

けだ。リモートアクセスを使えば、あ

たかもオフィス内のネットワークに直

接接続しているかのように利用でき

る。

次に、提携先や取引先の会社との

間のネットワークを考えてみよう。共

同作業を行っているなら、その会社か

らもネットワークにアクセスできるよ

うにしておくと便利だろう。これを実

現するには、手っ取り早く両者間を

専用線で接続すればいい。

ここで、費用を考えてみよう。リモ

ートアクセスを使って社外から社内ネ

ットワークにアクセスする場合、オフ

ィスから遠く離れれば離れるほど通信

ネットワークを安全に拡張する
情報共有を進める「ウェブアプ
SOHOの“これがしたい”を実現するために

費がかさむ。海外から国際電話を使

うと、宿泊代より高くつくこともある

ほどだ。また、提携先の会社との間

で専用線を利用する場合、距離によ

っては高価になる。接続する場所の一

方が海外にある場合など、料金が高額

になる。実は、どちらの方法もSOHO

環境においては非現実的なのだ。

外出先からは
インターネットを利用

インターネットに接続するというこ

とは、世界中のコンピュータと通信で

きるようになることを意味する。これ

は逆にいえば、世界中のどこからでも

オフィスのネットワークにアクセスで

きるということだ。

せっかくインターネットにつながっ

ているのだからこれを利用しない手は

ない。インターネットを経由してオフ

ィスのネットワークにアクセスできれ

ば、取引先との打ち合わせ中に在庫

情報を調べることもできるし、出張中

に電子掲示板や電子メールを使うこ

ともできる。

この場合、外出先で手近なインタ

ーネットサービスプロバイダーを利用

して、そこからアクセスすることにな

る。海外出張の場合でも、その地域

のプロバイダーを利用するか、世界的

規模でアクセスポイントを持っている

プロバイダーを利用すればよい。日本

でも、多くのプロバイダーが世界中に

アクセスポイントを持つようになった。

これらの方法を使えば、当然、通信

費も安上がりになる。

SOHOネットワークを
拡張する

DB

Internet

外出先 

VPN

TA

VPNサーバー 

VPN対応クライアント 

オフィス内にVPNサーバー
やVPN対応ルーターを設置
しておく。支社や提携先に
よってアクセス制限をかけ
ておけば、オフィス内の情
報の機密を守れる。

外出先からのVPN接続でもオフィス内のリ
ソースを自由に使える。また、海外など遠距
離にいる場合、直接オフィスにダイアルアッ
プするより電話代を抑えられる。
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できるVPN&ウェブアプリケーション

「VPN」
リケーション」

「できるVPN＆ウェブアプリケーション」と題したこの特集は、以

前から本誌で取り上げてきたSOHOシリーズの応用編だ。オフィ

ス内をLANで結び、OCNなどと契約してインターネットともつな

がった。さて、その次になにをするか。これが今回のテーマだ。お

そらく、用途によってそれぞれのSOHOがすべきことはさまざま

だろう。そして、本誌では、多くの選択肢の中から「VPN」と「ウェ

ブアプリケーション」を選んでみた。この2つによって何ができるよ

うになるのか、まずはここから見ていこう。

提携先との関係は
エクストラネット

もちろん、支社や提携先の会社と

も専用線のような高価なサービスを使

わずに、インターネットを介して通信

しあえる。電子メールを使ってのコミ

ュニケーションはいうまでもなく、互

いのファイルサーバーに置かれたデー

タにもインターネット経由でアクセス

できる。ウェブサーバーとWWWブラ

ウザーを使ってイントラネット的に社

内の情報共有をしているなら、提携

先の会社がその情報を参照することも

できる。

このような関係を図に表してみる

と、どこかで見たような構成になって

いることがわかる。そう、「エクスト

ラネット」だ。概念だけを聞いている

と非常に大規模なシステムを想像して

しまうのだが、小規模なオフィス同士

でも立派にエクストラネットの関係が

作れるというわけだ。

このあたりまで想定すると、SOHO

の拡張には欠かせないもう1つの重要

な要素があることに気づく。次の課題

はやはり「セキュリティー」なのだ。

VPNの必要性

当然だが、インターネット経由でオ

フィスのネットワークにアクセスする

ということは、やり取りするデータが

インターネット上を流れることを意味

する。すでに明らかになっているよう

に、インターネット上の任意の地点

で、そこを通るデータを取り出すこと

は容易だ。もし経路上のどこかに悪意

のある者がいれば、これを盗み見たり

改ざんしたりできてしまう。

先ほど、リモートアクセスや専用線

接続は費用面で現実的ではないと述

べたが、セキュリティーに関してはイ

ンターネット経由よりも安全だ。実際

に、この点を考慮して海外からでもメ

ンバーに国際電話でリモートアクセス

させている会社も少なくない。

では、インターネット経由で安全に

オフィスのネットワークにつないだり、

取引先のネットワークとオフィスのネ

ットワークを結んだりする方法はない

のだろうか。

そこで登場するのが、今話題のVPN

（Virtual Private Network）だ。これ

は、送信側でデータを暗号化してイン

ターネットに送り出し、これを受信側

で復号するというものだ。VPNでは、

読んで字のごとく通信する両端点間に

仮想的な専用ネットワークを張る。こ

れによって、あたかもローカルエリア

ネットワークで接続されているかのよ

うに見えるわけだ。

VPNを使えば、インターネット経由

でオフィスにいるのとまったく同じ使

い勝手で安全に社内の情報にアクセ

スできる。もちろん、取引先とオフィ

スが同じネットワークで接続されてい

るような環境も作れる。

この特集では、ウィンドウズNTサー

バーと発売されたばかりのウィンドウズ

98を使ったVPNの作り方、さらには、ル

ーターのVPN機能の活用法を詳しく

解説する。さまざまな応用の第一歩と

して、ぜひVPNを実践してみてほしい。

オフィス 支社 

DB

提携先 

VPN対応 
ルーター 

VPN対応 
ルーター 

VPN対応 
ルーター 

支社からVPNを使ってオフ
ィスに接続すれば、物理的
に離れた場所からでもオフ
ィス内のリソースを自由に
使える。また、専用線接続
のコストも削減できる。

提携先とオフィスを
VPNを使って接続す
れば、外部に情報が
漏れることなく互い
にデータのやり取り
ができる。業務上必
要なデータを共有す
れば、作業効率も向
上する。
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次の「これがしたい」
は情報共有

VPNによってネットワークを安全に

拡張するというテーマを達成した。次

の課題は「情報をいかに共有するか」

だ。まずは、オフィス内のメンバーが

個別に持っていた情報をコンピュータ

内に蓄積し、これをネットワークを介

して、だれもがいつでも取り出せるよ

うにすることが重要だ。

ただし、これだけでは単にだれもが

同じ情報を「見られる」というだけに

すぎない。いわゆる「業務や意思決定

の支援」を行うためには、もっと複雑

な機能が必要になる。

ここからより具体的な「ツール選

び」が始まるわけだ。電子メールに始

まり、電子掲示板、スケジュール管

理、プロジェクト管理、文書の管理

や社内資源の管理まで、選択肢は広

い。これらの中からどの機能が必要か

を考えることが、オフィスのネットワ

ーク活用の基本になる。

数年前までは、オフィスの中だけの

閉じた環境でニーズを考え、それぞれ

の機能ごとに専用のツールを導入して

いた。この場合、個々の機能は高度

になるが、当然、ツールごとにインタ

ーフェイスは異なってしまう。操作方

法を覚える側の利用者にとってわずら

わしいだけでなく、それぞれのツール

間でデータ連携ができないという問題

もあった。

グループウェアの導入

ここ数年は、「グループウェア」と

いう言葉がよく聞かれた。これは、先

に挙げたオフィスに必要なツールをひ

とまとめにして統一的なインターフェ

イスで操作できるようにしたソフトウ

ェアだ。

利用者は1つの操作方法さえ覚えれ

ば、電子メールからスケジュール管理

や文書管理まで、簡単に操作できる。

さらに、ツール間でのデータ連携も考

えられるようになった。たとえば、電

子メールで受け取ったミーティングの

開催通知が、そのままスケジュール管

理のカレンダーにインポートされると

いったことがあたりまえになった。

ところが、インターネットの発展に

ともない、オフィス外との電子メール

のやり取りや、WWWによる情報の検

索や共有などが行われるようになると

新たな問題が生まれた。当時のグルー

プウェアは閉じた世界での利用を想定

していたため、インターネットの情報

と社内の情報とをそれぞれ別のツール

を使って参照することになった。これ

もまた、利用者にとってはわずらわし

いことだ。

インターネットに対応
するグループウェア

こうして、インターネットとイント

ラネットの発展にともない、グループ

ウェアもインターネット標準の技術を

使ったものに変わってきている。1つ

のクライアントソフトで社内の情報共

有だけでなく、インターネットも利用

できるようになった。利用者にとって

も、ツールの操作を習得することが少

なくなる分だけ負担も減るわけだ。

ただし、インターネット対応のもう

1つの条件「マルチプラットフォーム」

の問題は残ったままだ。ウィンドウズ

やマッキントッシュなどさまざまなプ

ラットフォームが混在するオフィスで

は、グループウェアの専用クライアン

トを導入しにくい。大規模な企業な

らプラットフォームごと入れ替えると

いう選択肢もあるが、スモールオフィ

スではとても現実的とはいえない。

そして、この問題の解決策として出

されたのが「WWWブラウザーをクラ

イアントに使う」という、非常にイン

ターネット的なアイデアだった。

標準技術を使った
ウェブアプリケーション

グループウェアがインターネットの

技術に対応するという流れとは逆に、

インターネットの技術をベースにした

ツールにグループウェアの機能を追加

するという試みが始まっている。マイ

クロソフトのASPや、サン・マイクロ

システムズのJavaなどの技術を使っ

た「ウェブアプリケーション」の登場だ。

データベースと連携するウェブサー

バーからWWWブラウザーを使って動

的に情報を得る。ウェブアプリケーシ

ョンを利用する場合、インターフェイ

スはWWWブラウザーだけとなり、難

しい技術の習得は必要ない。基本的

にはマウスのクリック操作だけでほし

い情報を取り出せる。もちろん、イン

ターネットの標準技術を使っているた

め、イントラネットとインターネット

の境目を感じることなく統合的に情報

を活用できるようになる。

ウェブアプリケーションはWWWブ

ラウザーというプラットフォームで動

く情報共有ツールだと考えればいい。

つまり、WWWブラウザーさえ動作す

れば、OSが何であるかは問題になら

ないわけだ。先に述べた「エクストラ

ネット」への拡張を想定しても、社内

で活用しているアプリケーションをそ

のまま提携先の会社に提供できるとい

う点で、ウェブアプリケーションのメ

リットは大きいはずだ。

この特集では、VPNによるセキュリ

ティーの強化とウェブアプリケーション

による情報共有の実践をテーマに、一

歩進んだSOHO作りに挑戦してみる。

情報ツールの移り変わり 

情報の共有を行うために、ある機能に特化したツール
を複数導入する必要があった。このため、クライアント
も専用のものを複数用意しなければならなかった。 
 

グループウェアは情報の共有に必要な機能を1つにま
とめたソフトで、業務に合わせてたカスタマイズもできる。
クライアントは専用のものを1つ用意するだけでいい。 
 

個々の機能に対応したクライアント 

メッセージング 会議室 データベース 
メッセージング 
会議室 

データベース 

グループウェア 

専用クライアント 
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できるVPN&ウェブアプリケーション

【Exchangeサーバー5.5】
Exchangeサーバーが備えているグループウェ

アとしてのおもな機能は、電子メールとパブリッ

クフォルダー、そしてグループスケジューラーだ。

電子メール機能はリッチテキストフォーマット

や縦書きをサポートしている。さらに、フォーム

を定義した電子メールをやり取りできるため、文

字だけでなく、ボタンを押すだけで複数の選択肢

から1つを選んで返事をするといった機能を付加

できる。グループスケジューラーで会議を設定す

ると、出席者には出席の可否を尋ねるため、こ

のようなメールが届けられる。

パブリックフォルダーは、複数のユーザーで共

有可能なフォルダーだ。ここに投稿されたメッセ

ージはあらかじめ登録されたユーザーなら誰でも

参照できる。電子会議室のように、発言をオー

プンにしながらメッセージのやり取りができ、ま

た文書を共有するためにも利用できる。

フォームやパブリックフォルダーは、Visual

Basicによって高度なカスタマイズが可能だ。

【ノーツドミノR4.6】
ノーツドミノは、電子メール機能、文書管理

機能、電子会議室機能、グループスケジュール

機能をもつデータベースが、導入直後から利用可

能になっている。また、会議室予約、ワークフロ

ーなどの多くのサンプルデータベースも付属して

いる。これらはノーツドミノの基本機能である文

書データベース上に構築したアプリケーションの

一種として実現されている。

ノーツの最大の特徴は、このようなアプリケー

ションを開発する環境がグループウェアに統合さ

れており、柔軟なアプリケーションの構築が可能

な点だ。各データベースごとにフォームやビュー

の定義ができるだけでなく、これらに関数やスク

リプトを埋め込んで、より複雑な機能を実現でき

る。この開発環境を利用して、社内のニーズに

合うようにデータベースをカスタマイズしてから

運用するケースが多い。

レプリケーション機能により、サーバーのデー

タベースをコピーして持ち歩くこともできる。

【GroupWise 5.1J】
「ユニバーサルインボックス」という概念で、電

子メール、タスクリスト、グループスケジューラー、

メモ、共有フォルダーなどの機能を統合したのが

GroupWiseだ。すべての情報はインボックスフ

ォルダーに格納され、それらを必要に応じて参照

できる。使いやすいユーザーインターフェイスが

特徴だ。

ユーザーはインボックスのツリー構造の中で任

意にフォルダーを設定でき、フォルダーにはメッ

セージだけでなく、ウィンドウズのフォルダーと

同じようにドラッグアンドドロップでファイルを

入れられる。ファイルはGroupWiseサーバー上

でバージョン管理も行われるため、文書管理にも

役立つ。

フォルダーには自分のためだけの情報を入れて

もかまわないが、簡単にほかのユーザーのアクセス

を許可できる。アクセスを可能にするとその旨が

相手に電子メールで知らされるため、すぐに特定

のユーザーやグループで情報の共有が開始できる。

グループウェアという選択肢
この特集ではウェブアプリケーションついて解説するが、オフィス内のプラットフォームがウィン
ドウズで統一されているなど、環境とニーズによってはグループウェアという選択肢もあり得る。
ここで、インターネットとの統合が進む代表的なツールを紹介しておこう。

情報ツールの住み分け 

グループウェアのインターネットへの対応によって、外
部と情報のやり取りができるようになった。しかし、プ
ラットフォームに依存するという問題が残った。 

メッセージング 
会議室 

データベース 

グループウェア ウェブアプリケーション 

インターネット 

専用クライアント 

ウェブアプリケーションによる情報共有は、クライアン
トにインターネット標準のWWWブラウザーを使う。エ
クストラネットへの拡張を考えてもメリットは多い。 

インターネット機能 

WWWブラウザー 

ウェブサーバー 

メッセージング 
会議室 

データベース 

ウェブアプリケーション 

グループウェア 専用ツール 

イントラネット 
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SOHO環境においては、内部のネットワーク（LAN）と外部のネットワーク（インターネット）との関係が問

題となる。LAN内でのファイル共有などのしくみは外部には公開できないが、SOHOの場合は共同作業の

相手が同一LAN内にいるとは限らない。こうした問題を解決するのがVPNと呼ばれる技術である。ここで

はVPNのしくみと具体的な構築方法について紹介する。

通信を実現するためには、暗号技術

が重要な役割を担っている。

現状のインターネットでは帯域や遅

延についての保証はないので、いまま

で専用線を使っていた業務がすべて

VPNで置き換えられるわけではない。

しかし、インターネット技術を利用し

た情報システム（イントラネット）を

自組織の外にも拡張したい（エクスト

ラネット）という場合は、VPNの利

用は有力な選択肢となりうるだろう。

VPNの技術にはこれまで標準が存

在しなかったが、最近になってIPSec

とPPTPという2つの技術が各ベンダ

ーに広く採用され始めている。互換性

などにはまだ注意は必要なものの、

VPNを利用する環境はしだいに整い

つつある。

のアクセスポイントにダイアルアップ

してオフィスのサーバーにアクセスで

きれば大変便利である。また、共同で

仕事をする先とLAN間接続VPNを構

築すれば、お互いが同一のLAN内で作

業しているのと同じ環境を得ることが

でき、ファイルの共有などにより効率

的に仕事を進めることが可能になる。

もちろん、WWWならばSSL、メー

ルならばPGPやS/MIMEといったア

プリケーションレベルでのセキュリテ

ィーのしくみもあるが、VPNは一度設

定すればアプリケーションを問わずに

その恩恵を受けられるのが特徴で、特

定地点間で密な共同作業を行う場合

に適している。

VPNの2つの利用法

VPN完全攻略
仕組みは？
設定の方法は？
今、VPNのすべてがわかる！

これがバーチャルプライベートネットワークだ
ネットワーク間を安全に結ぶVPN

リモートアクセス型VPN

LAN間接続VPN

PC1

PC1
PC2 PC3

PC1
PC2 PC3

PC

PC PC

PC1 PC2
PC3 PC4

ダイアルアップ接続 常時接続 

常時接続 常時接続 

プロバイダーA プロバイダーB

プロバイダーA プロバイダーB

ネットワーク間を
安全に結ぶVPN

インターネットを介してつながって

いる特定地点間で、あたかも専用回

線で直結しているかのように安全な通

信を行えるようにする技術がVPN

（Virtual Private Network）である。

インターネットを使うことによる通信

コスト削減に加えて、エクストラネッ

トの考え方を実現する技術として

VPNへの注目が高まっている。VPN

にはプロバイダーがサービスとして提

供するタイプのものもあるが、この特

集ではユーザーが自力で導入できる

VPNを取り上げている。インターネッ

トのようにセキュリティーが確保され

ていないネットワークを使って安全な

LAN間接続と
リモートアクセス

VPNの利用形態としては、組織間

の専用線接続を置き換えるLAN間接

続VPNと、ダイアルアップによるリモ

ートアクセスをプロバイダーのアクセ

スポイント経由の接続に置き換えるリ

モートアクセスVPNの2つがある。

以前はVPNといえばLAN間接続

VPNが中心であったが、インターネッ

トの急速な普及とともに、アクセスサ

ーバーを設置するよりもコスト面や管

理面で利点があるリモートアクセスで

のVPNの利用に対する関心も高まっ

てきている。

SOHO環境における利用法として

は、出張先からプロバイダーの最寄り
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PPTPによるVPN

PPTP（Point to Point Tunneling

Protocol）は、マイクロソフト社がア

センド社などと共に設計したVPNプ

ロトコルで、ウィンドウズNT4.0で初め

て提供された。PPTPの基本的な考え

方は、PPPのパケットをIPパケットに

包み込んで（encapsulation）、IPネ

ットワーク上の「トンネル」を通して運

び、サーバーとの間でPPP接続を張る

というものである。トンネリングには、

GRE（ Generic Routing Encapsu

lation）という汎用的なプロトコルを

修正したものを使っている。また、セ

ットアップやモニターのために、トン

ネルのチャンネルのほかにTCPの

1723番のポートを使用している。

PPTPはウィンドウズNT4.0とウィ

ンドウズ98では標準対応になってい

るため、クライアント環境が充実して

いるのが最大の利点である。サーバー

としてはウィンドウズNTのみという状

態であったが、最近ではPPTPに対応

したサーバーやルーターなどの製品も

登場してきた。PPTPはもともとリモ

ートアクセスへの応用を意識して開発

された技術だが、原理的にはLAN間

接続の形態での使用も可能である。

すでにウィンドウズNTの英語版では

「Routng and RAS Update」を組み

込むことによりLAN間接続も可能に

なっている。

PPTPにおける認証および暗号化の

機能はRASのものがそのまま使われ

る。すなわち、暗号化を使う場合は

認証はMS-CHAP、暗号アルゴリズ

ムは北米では128bitのRC4、国際版

では40bitのRC4となる。しかし、最

近になってPPTPのプロトコルの設計

および実装に多数の問題点が発見さ

れ、著名な暗号専門家からは「幼児

の暗号」とまで酷評を受けている。そ

の問題点は多岐にわたり、ここで詳し

く取り上げることはできないが、特に

IPSecによるVPN

IPSec はIPネットワーク層での認

証および暗号化を行うためのインター

ネット標準の拡張である。IPSecの規

格が初めてRFCとして提案されたの

は1995年になるが、昨年あたりから

プロトコルの改良や拡張が精力的に続

けられ、現在最終的な仕様が確定し

つつある状況である。IPSecはファイ

アーウォールをはじめとする多くの

VPN製品に搭載されており、ルータ

ー等での実装も進んでいる。また、マ

イクロソフト社もウィンドウズNT5.0

でのIPSec対応を表明した。最新仕

様に従った実装が製品に反映される

のはこれからなので、現在のところは

互換性に注意が必要であるが、近い

将来にはこうした問題も解決されるだ

ろう。

IPSecの特徴は、認証と暗号化の

アルゴリズムや鍵管理の仕組みを

IPSecのプロトコル自体から切り離し

たことである。IPSecで通信を行うホ

スト同士が認証と暗号化のアルゴリズ

ムや暗号鍵を共有する関係をSA

（Security Association）といい、あ

るIPSecのパケットがどのSAに対応

しているかは、IPSecのヘッダーに含

まれるSPI（Security Parameters

Index）というポインターによって指定

される。また、IPSecではパケットの

認証のためにAHヘッダー（Authenti-

cation Header）を使用する。AHヘ

ッダーにはデータ部およびIPヘッダー

のチェックサムが含まれており、これ

によってパケットの改ざんを検出する。

パケットの暗号化を行う場合は、ESP

ヘッダー（Encapsulating Security

Payload）が使用され、暗号化され

たデータが格納される。IPSecの通信

では、IPのデータ部分だけを暗号化す

るトランスポートモードと、IPのヘッ

ダーまで含めた全体を暗号化するトン

ネルモードがサポートされている。前

者はホスト間の通信に、後者はLAN

間をトンネル接続をする場合に利用さ

れる。

IPSecでは通信を開始するに先立

って暗号鍵などの情報を共有する必要

があるが、マニュアルで鍵を設定する

方式では管理が煩雑で拡張性に乏し

い。そこで必要になるのが、動的に鍵

情報などを交換する鍵管理プロトコル

である。IPSecの鍵管理プロトコルの

標準には、シスコ社などが提案した

IKE（Internet Key Exchange）が採

用された。セッション鍵の交換は

Diffie-Hellmanの公開鍵暗号に基づ

いて行われる。

40bitのRC4を使った場合、暗号鍵

のランダム性が本来あるべきものより

も大幅に減じて、パスワード推測の辞

書引き攻撃と同じ手法で暗号が破ら

れてしまう可能性が指摘されている。

もちろん、暗号の強度というものは想

定される脅威や通信内容の重要性と

の関連で決まる相対的なものだが、少

なくとも現状のPPTPの状況では、

「真剣な攻撃者」を想定しなければい

けない場合には十分な検討が必要と

なるだろう。

参考URL :
http://www.counterpane.com/pptp.
html

PPTP IPSec

LAN間接続 ○ ◎

リモートアクセス ◎ ○

サーバー環境 ○ ◎

クライアント環境 ◎ ○

マルチベンダー対応 ○ ◎

安全性/信頼性 △ ◎

PPTPとIPSecの比較

トランスポートモード 

VPN装置X

データの暗号化 

VPN装置Y

データの複合化 

ホストA ホストB

from A 
to B

IPパケット 

from A 
to B

IPパケット 

from A 
to B

トンネルモード 

VPN装置X VPN装置Y

データの複合化 

ホストA ホストB

from X 
to Y

IPパケット 

from A 
to B

IPパケット 

from A 
to BIPヘッダーを含む 

データの暗号化 

IPSecのトランスポートモードとトンネルモード
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PPTPはインターネット
経由のRAS

インターネットに常時接続している

場合、ファイルサーバーやイントラネ

ット用のウェブサーバーなどは、外部

からはアクセスできないように設定す

ることになる。しかし、このようなサ

ーバーこそ仕事に必要なもので、外出

先からこれらのサーバーにアクセスす

る必要に迫られることも多いはずだ。

こうした場合、ウィンドウズNTに

リモートアクセスサービス（RAS）を

組み込み、外から直接ダイアルアップ

して接続するというのが、これまでの

解決策だった。RASで接続すれば、

社内のLANに接続しているのと同じ

ような環境が得られるので、内部にし

か公開していないサーバーにもアクセ

スできる。しかし、電話回線で直結

するため、遠距離の場合にはコストが

かかりすぎるという別の問題が発生し

てしまう。

これらの問題を一挙に解決するのが

PPTPである。PPTPは電話回線の代

わりにインターネットを使ってRASを

行うため、インターネット経由であり

ながら社内LANに接続しているのと

同じ環境を得られる。

ウィンドウズNTと98では、PPTP

によるVPN機能はダイアルアップアダ

プタ（ネットワークアダプタ）として

扱われる。クライアントであるウィン

ドウズ98の場合は仮想的なモデムと

して、サーバー側であるウィンドウズ

NTの場合は仮想的なシリアルポート

としての扱いになり、設定するうえで

はこれまでのRASとほぼ同じである。

すでにRAS環境を構築している場合

には、それぞれにPPTPをセットアッ

プするだけで、すぐにVPNを使った

RASが利用できるようになる。

VPNを実際に構築する場合、もっとも簡単な方法はウィンドウズNTとウィンドウ

ズ98でPPTPを使う方法だ。どちらのOSもPPTPには標準で対応しているので、

特別なハードウェアやソフトウェアを追加する必要なしにVPNが実現できる。

ウィンドウズ98とNTで作るVPN
もっとも手軽なPPTPによるVPN

PPTP使用上の注意

PPTPは実際の運用にあたってはセ

キュリティーの面での不安が残る。ア

メリカ国内法の問題で日本では弱い

暗号化しか使うことができず、また

PPTP自体にもセキュリティーホール

となりうる危険性が指摘されている。

こうした点をふまえると、次のような

配慮が必要になるだろう。

①VPNは必要な時のみ起動し、通常

はVPNサービスは停止しておく。

②VPN用のアカウントを作って、ID

とパスワードはこまめに変更する。

ウィンドウズ95の場合

ウィンドウズ95から直接PPTPで

アクセスするには、通常のダイヤルア

ップネットワークをVPN対応にする

「Dial-Up Networking Upgrade 1.2」

というアップデートモジュールが必要

になるが、現在のところこのモジュー

ルは英語版しか用意されていない。日

本語版ウィンドウズ95でも動作は確

認できたが、当然サポートの対象外で

ある。いまのところは、日本語版モジ

ュールの登場を待つか、ルーターでネ

ットワーク全体をVPNに対応させる

ほうがよいだろう。

通常のリモートアクセス 

VPNを使ったリモートアクセス 

電話回線で直接ダイアルアップ 
サーバー 

モデム モデム 

サーバー 

モデム 

電話回線の替わりにインターネットを使用 
 

インターネット プロバイダー 

常時接続 

プロバイダー 

ウィンドウズ95のVPN対応は現在のところ
英語版のみで、日本語版にセットアップした場
合にはメニューがすべて英語に置き換えられ
てしまい、文字化けなどの不具合が発生する。

「Dial-Up Networking Upgrade 1.2」
の入手先
jhttp://www.microsoft.com/

windows/downloads/
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NTサーバー側の設定

1「コントロールパネル」の「ネット

ワーク」から「プロトコル」タブを

クリックして、「追加」ボタンから

「Point to Point Tunnelingプロト

コル」を追加する。

2「PPTPの構成」では、同時に

PPTPを利用できる数を設定する。

3「VPN1」を選んで「ネットワー

ク」をクリックする。

4「次のリモートクライアントを許可

する」の欄で「TCP/IP」をチェッ

クする。

ウィンドウズ98の設定

1コントロールパネルの「アプリケー

ションの削除と追加」から

「Windowsファイル」タブで「通

信」の中の「仮想プライベートネ

ットワーク」をセットアップする。

2「ダイヤルアップネットワーク」で

「新しい接続」をダブルクリックし

てVPN用の接続アイコンを作成す

る。「モデムの選択」ではドロップ

ダウンリストから「Microsoft VPN

Adapter」を選ぶ。

3接続するVPNサーバーの名前また

はIPアドレスを入力する。

ウィンドウズ98から
VPNで接続

1まず通常のダイヤルアップネットワ

ークでプロバイダーに接続する。

2プロバイダーにつながったら、さら

にVPN接続用のダイヤルアップネ

ットワークで接続する。つまり、

ダイヤルアップネットワークを2度

起動することになる。

3VPNの接続が完了すれば、社内の

LANにつながっているのと同じ状

態になる。「ネットワークコンピュ

ータ」で社内のファイルサーバーが

参照できるかどうかを確認する。

1

1

1

2

3

2

3

2

3

4
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1「詳細設定」のページから、まだ

相手先を登録していない番号を選

び、「相手先電話番号」に接続先

のIPアドレス、「送信ユーザID」

と「送信パスワード」にアカウン

トとパスワードを入力する。

2「IP設定」の画面の一番下の「オ

プション」欄に、VPNで接続する

相手のIPアドレスとPPTPサーバ

ーを入力する。入力する書式は

［リスト1］のようになる。

3ウィンドウズNTサーバーのRASの

設定は「暗号化の設定」を「クリ

アテキストを含む任意の認証を許

可する」に設定する。

［リスト1］

■製品仕様

製品名 MN128-SOHO SL10

標準価格 69,800円

開発元 ㈱ビー・ユー・ジー

発売元 NTT-TE東京㈱

問い合わせ 0120-128037

URL http://www.bug.co.jp/mn128/slindex.html

低価格なダイアルアップルーターとして人気のMN128-SOHOだが、実は

PPTPによるVPNの機能が搭載されているのをご存知だろうか。ウィンドウズ

98にクライアント機能が搭載されたことにより一気に身近になったPPTPを使

ったVPNについて、MN128-SOHOの設定方法を紹介する。

MN128-SOHOを使ったVPN
LANをまるごとPPTPで接続

MN128-SOHOの
VPN機能

MN128-SOHOのVPNで使用する

プロトコルはPPTPで、ウィンドウズ

NTや98とも互換性がある。MN128-

SOHO自体はPPTPサーバーにもクラ

イアントにもなれるので、外部からの

PPTPを受け付けたり、逆に外部のサ

ーバーにPPTPで接続したりできる。

もちろん、MN128-SOHOどうしで

PPTPによるVPN接続も可能で、内

部がプライベートアドレスのネットワ

ークでも、インターネットを通じて

LAN間接続ができる。これにより、

離れた2つのオフィスでも、1つの

LANの中で仕事をしているのと同じ環

境が得られる。

ただし、MN128-SOHOのPPTP

はデータの暗号化をサポートしていな

いため、やはりセキュリティーに不安

を抱えている。VPN接続を許可する

IPアドレスを指定できるので、外部か

らの不正アクセスをある程度防ぐこと

はできるが、ネットワーク盗聴に対し

ては無防備な状態になってしまう。

MN128-SOHOの後継機種として7

月15日に発売された「MN128-SOHO

SL10」には、通信内容を暗号化する

機能が追加されている。PPTPでイン

ターネットに流れるデータも暗号化さ

れるので、安全を考えるならば新機種

を使うことをおすすめする。

IPアドレスとサブネットマスク長

PPTPサーバーのIPアドレス

ウィンドウズNTにVPNでつなぐ PPTPクライアントとしての設定

ip route 172.31.184.0/28/2 pptp 172.31.184.5

1 2 3

インターネット 

VPN

MN128自　社 他　社 

WinNT

WinNT

サーバー 

外部のサーバーをLAN内に
仮想的に接続
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ウィンドウズ98からのPPTP接続を受け付ける PPTPサーバーとしての設定

MN128-SOHOどうしをPPTPでつなぐ LAN間接続VPN

1「詳細設定」のページから、まだ

相手先を登録していない番号を選

ぶ。「相手先電話番号」には、VPN

接続を許可する相手のIPアドレス

を指定する。相手のIPアドレスが

不定の場合には、この欄は空欄に

する。ただし、すべてのIPアドレ

スからのアクセスを受け付けること

になるので、十分な注意が必要だ。

2「相手からの着信」は「許可」を

選択、「受信ユーザID」と「受信

パスワード」には、VPN接続で使

用するユーザー名とパスワードを入

力する。

3「IP設定」のページに移動して、

「リモートアクセスサーバ機能」で

「ON」を選択して、「リモートIP

アドレス」には接続してくる相手

に割り当てるIPアドレスを入力す

る。

4ウィンドウズ98のVPNは、①で設

定したユーザー名とパスワード、

MN128-SOHOのグローバルアド

レスを設定する。

MN128-SOHOどうしをPPTPで接

続するには、それぞれに対してサーバ

ーとクライアントの設定を行えばよい。

設定方法はここまでに示したとおりだ

が、注意点としては使用するプライベ

ートアドレスが重複しないようにする

ことが挙げられる。MN128-SOHOは

標準では192.168.0.0/24というネッ

トワークを使用するので、どちらかの

アドレスを変更する必要がある。

マッキントッシュのVPN利用法
マッキントッシュのファイル共有にはAppleTalkとい

うプロトコルが使われている。MN128-SOHOのPPTP

ではAppleTalkは中継されないため、残念ながら通常の

方法ではファイルの共有はできない。TCP/IPベースのア

プリケーションであれば問題ないので、MacOS8で導入

された「Web共有」を使うのがもっとも簡単な方法だろ

う。また、「AppleShare IP 5.0」や「COPSTalk v2.5J」

といった、ファイル共有をTCP/IPで行えるようにするソ

フトウェアを購入する方法もある。ただし、いずれもセ

レクタから選択することはできず、接続するマシン名

（またはIPアドレス）を直接入力することになるのが残

念な点だ。

AppleShare IP 5.0

jhttp://product.apple.co.jp/ip5.0.html

COPSTalk v2.5J

jhttp://www.copstalk.co.jp/

12 3 4

インターネット プロバイダー 

VPN

MN128

社内 

プロバイダー経由で社内にリモートアクセス

インターネット 

VPN

実際のデータの流れ 

MN128 MN128

プロバイダー プロバイダー 

VPNで仮想的な
ひとつのネットワークを構築
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SOHO向けのダイアルアップルータ

ーとして定評のあるヤマハのRTシリ

ーズも、最新のファームウェア（3.00

以降）からはIPSecによるVPNへの

対応を開始した。対応機種は最も低

価格のRT80iを除く全機種で、これ

までに発売された機種でも、ファーム

ウェアバージョンアップによってVPN

に対応可能となっている。

RTシリーズでは早くからNATやIP

マスカレードに対応してきたが、これ

VPNの標準的規格として提唱されてきたIPSecも、ようやく対応製品が揃

いだした。SOHOレベルで使用可能な製品はまだ少ないが、メーカー各社も

IPSecへの対応を次々に表明している。今回は、ヤマハのRT102iを用いた

IPSecによるVPNの構築例を紹介する。

RT102iを使ったVPN
LAN間をIPSecで安全につなぐ

をVPNのトンネルモードと組み合わせ

ることもできる。インターネットを経

由しながらプライベートアドレスどう

しの通信が可能になるため、OCNエ

コノミーのようにIPアドレスが少ない

場合には有効な解決策となるだろう。

お互いのIPアドレスを指定する必要が

あるので、端末型ダイアルアップでの

使用は難しいが、常時接続の環境な

らばVPNの導入を検討してみる価値

はあるだろう。

RTシリーズのVPN対応

■製品仕様

製品名 RT102i

標準価格 158,000円

発売元 ヤマハ㈱

問い合わせ 0539-63-0082

URL http://www.rtpro.yamaha.co.jp/

RT（A）の設定

ip lan address 172.16.153.1/28

ip lan secondary address 192.168.0.1/24

ip lan routing protocol none

ipsec pre-shared-key 172.31.184.1 text himitsu

ipsec ike host 172.31.184.1

ipsec sa policy 101 172.31.184.1 esp des-cbc

ipsec sa policy 102 172.31.184.1 ah md5-hmac

ipsec transport 1 102 esp * *

tunnel select 1

ip tunnel route add net 192.168.1.0/24 1

ipsec tunnel 101

tunnel enable 1

RT（B）の設定

ip lan address 172.31.184.1/28

ip lan secondary address 192.168.1.1/24

ip lan routing protocol none

ipsec pre-shared-key 172.16.153.1 text himitsu

ipsec ike host 172.16.153.1

ipsec sa policy 101 172.16.153.1 esp des-cbc

ipsec sa policy 102 172.16.153.1 ah md5-hmac

ipsec transport 1 102 esp * *

tunnel select 1

ip tunnel route add net 192.168.0.0/24 1

ipsec tunnel 101

tunnel enable 1

1グローバルアドレス
2プライベートアドレス
3相手となるルーターのIPアドレス
4事前共有鍵
5相手側のプライベートアドレス

1

2

1

2

5 5

3 3

4 4
3 3

3

3

3

3

HUB

A
RT102i

192.168.0.1 
（プライベートアドレス） 

192.168.0.2 192.168.0.3 192.168.0.4

172.16.153.1 
（グローバルアドレス） 

HUB

B
RT102i

192.168.1.1 
（プライベートアドレス） 

192.168.1.2 192.168.1.3 192.168.1.4

172.31.184.1 
（グローバルアドレス） 

インターネット 

OCNエコノミー 
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Cisco1600シリーズ

Cisco1600シリーズはユーザーが

20人程度のSOHO向け製品で、イー

サネットのポート数や使用する回線の

種類によって複数のモデルが用意され

ている。Ciscoのルーターはこれまで

も独自の規格によりVPNに対応して

きたが、ルーター上のソフトウェア

「Cisco IOS」のバージョン11.3（3）

からはIPSecにも対応するようになっ

た。Cisco IOSはルーターやアクセス

サーバー、ファイヤーウォールといっ

たシスコ社のほとんどの製品にも用い

られているため、SOHOレベルから大

規模なネットワーク用にいたるまでの

幅広い製品もすべてIPSecに対応す

ることになったわけである。

他のCiscoのルーターとしては、

Cisco700シリーズのみが独自のソフ

トウェアを使用しているためIPSecに

は未対応だが、C i s c o 1 0 0 3 や

Cisco2500シリーズといった製品は、

Cisco IOSのバージョンアップにより

IPSecへの対応が可能となる。ただ

し、暗号に関する輸出制限の問題な

どもあるので、バージョンアップ方法

については、各販売代理店に問い合

わせていただきたい。

FreeGate1000

FreeGate社の一体型インターネッ

トサーバー「FreeGate1000」は、イ

ンターネットとイントラネットがこれ

1台で構築できるオールインワン型の

製品だ。OCNや専用線への接続、

DNSやメールサーバー、ウェブサーバ

ーなどの各種サーバー機能、リモート

アクセスサーバーなどがすべて含まれ

ているため、FreeGate1000を1台導

入するだけですべてのインターネット

環境を構築することができる。設定は

ウェブ上で簡単に行うことができ、デ

ィスクのミラーリングや無停電電源機

構などの高い信頼性も確保している。

特に注目に値するのは、リモートア

クセスサーバーがPPTPとUPSecの

両方のVPNに対応している点である。

これにより、リモートクライアントと

してウィンドウズ98をPPTPで接続

し、LAN間接続にはIPSecを使うと

いった多様な使い方が可能になる。

IPSecとPPTPの両方に対応している

製品は現状では珍しく、この点のみを

とっても導入を検討する価値のある製

品だと言えるだろう。

製品間の互換性が
今後の課題

IPSecの規格が固まってきたことに

より、各メーカーでのIPSec対応製品の

発表が相次いでいる。アセンドコミュ

ニケーションズ、ベイネットワークス

といったルーター機器メーカーのほか、

マイクロソフトもウィンドウズNT 5.0

でのIPSec対応を表明している。こ

うした各メーカーの採用により、これ

からのVPNの規格としてはIPSecが

標準的なものになることは確実であ

る。

ただし、IPSecの最新規格は実装

が始まったばかりで、各社製品間の互

換性が問題になることが考えられる。

すでに異なるメーカーのルーターどう

しではIPSecによる接続がうまくいか

ないといった不具合も報告されてい

る。こうした問題は将来的には解決

されていくだろうが、現在のところは

IPSecによるVPNの導入にあたって

は同一メーカーでの製品を用いるか、

導入実績があるかどうかを各メーカー

に問い合わせてから、というのが現実

的な解決策となるだろう。

■製品仕様

製品名 Cisco1600

標準価格 175,000円

発売元 日本シスコシステムズ㈱

問い合わせ 03-3342-4100

URL http://www.cisco.co.jp/

■製品仕様

製品名 FreeGate1000

標準価格 1,200,000円～

発売元 ネットワンシステムズ㈱

問い合わせ 03-5462-0810

URL http://www.netone.co.jp/
http://www.freegate.gr.jp/
（サポートセンター）
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プラットフォームに
依存しない
アプリケーション

WWWブラウザーから利用できるア

プリケーション、それがウェブアプリ

ケーションだ。ここでいうアプリケー

ションとは、電子メールソフトやスケ

ジューラー、表計算やワープロでもい

い。企業内で考えるならば、会議室

予約や交通費精算などがWWWブラ

ウザーから行えるのならば、それも立

派なウェブアプリケーションだといえ

るだろう。

しかし、電子メールを読みたいとき

は電子メールソフトを起動すればいい

し、文章を書きたいときはワープロを

起動すればいいはずだ。HotMailのよ

うに、WWWブラウザーで電子メール

を読むサービスを利用しているユーザ

ーなら、WWWブラウザーよりも専用

クライアントのほうが使いやすいと感

じているはずだ。それでもなおウェブ

アプリケーションを利用する価値は、

どこにあるのだろうか。

その1つ目の利点は、プラットフォ

ームに依存しないことだ。基本的には

WWWブラウザーさえ稼働すれば、ウ

ィンドウズやマッキントッシュ、UNIX

などどのプラットフォームからでも利

用できる。また、アプリケーションの

インストールが不要な点は、管理者に

とってはなによりうれしい。ウェブア

プリケーションはすべてサーバーで実

現されているため、だれでもURLを打

ち込めば利用できる。使い終われば別

のウェブページにジャンプすればいい。

クライアントのハードディスクを使わ

ない点は、ユーザーにも喜ばれるだろ

う。

そしてなによりもWWWブラウザー

は操作が簡単だ。操作を間違えても、

すぐ前の画面に戻れる。印刷したいと

きはそのまま印刷ボタンを押せばいい。

こういったウェブアプリケーション

の利点は、個人やSOHOから大企業

まで共通して利用できる。既存のアプ

リケーションの利点と組み合わせて、

うまく使いこなしたい。

しかも、ネットワークやサーバー技

術は進化の速度がもっとも速い分野

だ。そのため、既存のアプリケーショ

ンとウェブアプリケーションの境目は、

やがてなくなっていくはずだ。

インターネットの標準ツールとして使われているのがWWWブラウザーだ。こ

のツールを汎用のクライアントとして使えば、ユーザーはアプリケーションに

よってクライアントを使い分ける必要がなくなる。ウェブサーバー側にさまざ

まなアプリケーションを置くことでユーザーは1つのクライアントで多くの機

能を使えるようになるのだ。

ウェブアプリケーションの基礎知識
ウェブアプリケーションの正体は？
作成の方法は？
基礎知識はこれで完璧！

これがウェブアプリケーションだ
データベースとの連携で広がる可能性

ウェブサーバー 
ウェブ 

アプリケーション 

リクエスト 

HTMLファイルの生成 

WWW 
ブラウザー 

WWW 
ブラウザー 

WWW 
ブラウザー WWW 

ブラウザー 

WIN WIN
MAC

SOHO

ルーター 

インターネット 

HTML

リクエスト 
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ブラウザー/サーバー/
データベースの
3層構造

ウェブアプリケーションは、ウェブ

サーバーだけでは実現できない。ウェ

ブアプリケーションの仕組みを考える

例として、gooやYahoo!のような検

索エンジンを考えてみよう。

まずどうしても必要なのは大量のデ

ータを貯蔵しているデータベースだ。

WWWブラウザーから入力された検索

のためのキーワードは、このデータベ

ースに送られるわけだ。

データベースはキーワードにヒット

した内容を返してくれるのだが、結果

はHTML形式に整形する必要がある。

そして、それをウェブサーバーが

HTTPでWWWブラウザーへ送る。

これがシンプルに考えたウェブアプ

リケーションの仕組みである。WWW

ブラウザー／ウェブサーバー／データ

ベースという3層構造になっているの

がおわかりだろうか。そう、これはマ

イクロソフトがウィンドウズDNAで実

現を目指し、そのほか多くのソフトウ

ェアベンダーも提唱している3階層シ

ステムなのだ。

このシステムの重要な部分は、ウェ

ブサーバーとデータベースをいかに接

続するかという点と、結果として表示

するHTMLをいかに組み立てるかとい

う点にある。つまり、ユーザーが入力

したキーワードをウェブサーバーから

受け取り、それを問い合わせ命令であ

るSQL文などに組み立てて、データ

ベースに送るというプログラムがこの

部分にある。また、データベースから

の結果を切り出して、HTML文にし

てくれるプログラムも必要になる。つ

まり、ウェブサーバーとデータベース

の間をとりもつプログラムである。

この部分の作り方次第で、ウェブ

アプリケーションが検索エンジンにな

ったり、グループウェアになったり、

電子メールになったりするのだ。どん

なデータベースにつなぎ、それをユー

ザーにどう見せるのか。すべてはここ

で決定されるわけだ。

アプリケーション
サーバーが
今後の要となる

ウェブアプリケーションには、ウェブ

サーバーとデータベースをつなぐプロ

グラムが必要であり、これがウェブア

プリケーションの本体だと説明した。

今まで、この部分の構築手法とし

てもっとも多く利用されていたのが

CGIとPerlの組み合わせである。CGI

とは、ウェブサーバーから外部のプロ

グラムを起動する方法で、Perlは、C

言語によく似たインタープリターだ。

しかしPerlは直接データベースにア

クセスする手段を持たないので、さら

にODBCなどのデータベースアクセス

機能を持つプログラムをPerlから呼び

出して、データベースへアクセスして

いた。

この方法は一般的ではあったが、ウ

ェブアプリケーションを利用するたび

にいくつものプロセスが起動して非常

に効率が悪い。また、複数のプログラ

ムが絡み合うため、開発も面倒であ

る。そこで最近多くのソフトウェアベ

ンダーがとっている手段が「アプリケ

ーションサーバー」の提供だ。

アプリケーションサーバーとは、一

般にウェブサーバーとの通信機能を提

供したうえでプログラミング環境を提

供するものだ。これにより、CGIと

Perlの組み合わせよりも効率のよい開

発環境と実行環境を提供できる。同

時に、ODBCなどによるデータベース

との接続機能も提供する。そして、

最近のウェブサーバーは、アプリケー

ションサーバーの機能を統合する方向

にある。

たとえば、マイクロソフトのInternet

Information Server 4.0（IIS）は一種

のアプリケーションサーバーだ。Active

Server Pages（ASP）スクリプトでプ

ログラムを記述して、ODBC経由で

データベースに接続できる。Visual

InterDevの新バージョンからは、統合

デバッグ環境も提供しようとしている。

ネットスケープやオラクルなども同様

のアプローチの製品を出荷している。

このようなアプリケーションサーバ

ーを利用してプログラムを組めば、お

よそあらゆるウェブアプリケーション

が構築可能なのだ。今や、アプリケー

ションサーバーを制する者が、ウェブ

アプリケーションを制すると言っても

過言ではない。

WWW 
ブラウザー 

ウェブ 
サーバー 

ウェブ 
アプリ 
ケーション DB

1リクエスト 

4HTMLファイル 

2DB内のデータ 
要求、編集 

3データを直す 

WWWサーバーを基軸とした3階層システム

ウェブアプリケーションを実現するには、ウェブサーバーと
データベースのあいだを取り持つプログラムが必要だ。

WWW 
ブラウザー 

ACCESS SQLサーバー Oracle Excel

ODBCドライバー 

アプリケーション 

アプリケーション 

ウェブサーバー 

ウェブ 
アプリケーション 
サーバー 

HTTP

ODBCを用いたDB連携 IISのような最近のウェブサ
ーバーは、スクリプトによ
ってプログラムを記述し、
ODBCによってデータベー
スと接続するような機能を
備えているものが多い。
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ウェブアプリケーション
のプラットフォーム

ASPを利用すれば、簡単なスクリ

プトをHTMLの中に埋め込むことで、

ダイナミックにウェブページを生成で

きる。データベースへの接続機能も搭

載されているため、アクセスやSQLサ

ーバーからデータを取得してウェブペ

ージに表示することもできる。しかも

ASPの記述内容はVisual Basicに似

ているので、プログラミング経験が多

少なりともあるユーザーならそれほど

難しく感じることはないだろう。

実際にASPで開発された市販のウ

ェブアプリケーションも最近では数多

く登場している。238、239ページで

紹介している製品は、ASPで開発さ

れたものだ。工数を惜しまなければ十

分に複雑なアプリケーションが構築で

きることがおわかりだろう。

IISとASPはウィンドウズNTを購入

すれば無料で利用できる点がうれしい。

ASPが利用できるのはIIS 3.0と4.0

で、両者には基本的な互換性がある。

どんなブラウザーでも
使える

ASPでもっとも誤解されやすいの

は、「ASPで作ったウェブアプリケー

ションは、マイクロソフトのWWWブ

ラウザーでないと使えないんでしょ？」

と、多くの人に思われている点だ。答

えは「いいえ、どのWWWブラウザー

でも使えます」である。この誤解を解

くところからASPの説明を始めよう。

ASPとは、サーバー側で実行され

るスクリプトだ。この点が、WWWブ

ラウザー（つまりクライアント）で実

行されるJavaScriptやダイナミック

インターネットインフォメーションサーバー（IIS）は、マイクロソフトのウェブサーバーだ。IIS

4.0はウィンドウズNT 4.0のOption Packに含まれている。IISは単なるウェブサーバーではな

く、ウェブアプリケーションを開発するための機能が最初から備わっている。その機能の中心をな

すのが、Active Server Pages（ASP）だ。

IISとASPで作るウェブアプリケーション
スクリプトを書けば何でも作れる

NT 4.0 Option Packの入手先
http://www.microsoft.com/japan/products/ntserver/option_pack/download.htm

HTMLと異なる。

ASPでは、HTMLファイルのコメ

ント欄にスクリプトを記述する。一般

のウェブサーバーでは、このコメント

欄に書かれたスクリプトはまったく無

視されるが、IISではこれを読み込ん

で実行し、その結果としてHTMLフ

ァイルを内部的に生成する。それを

IISがHTTPでWWWブラウザーに送

信するのだ。結果としてWWWブラウ

ザーに表示されるのは、普通のHTML

ファイルである。1つ違うのは、この

HTMLファイルの拡張子が「HTM」

や「HTML」ではなく、「ASP」にな

っている点だ。しかし、WWWブラウ

ザーにとって拡張子はどうでもよいの

である。

つまり、ASPによるウェブアプリケ

ーションとは、「マウスの移動によっ

てアイコンが点滅したり、ボタンを押

すと数字の合計がウェブページに即座

に計算されたりする」ようなもの（こ

れらはJavaScriptやダイナミック

HTMLが得意だ）ではなく、「検索条

件を入れると、結果が新しいウェブペ

ージとして表示される」といった、

WWWブラウザーから見ると普通の

HTMLに見えるアプリケーションであ

る。しかし、サーバー上では、そのつ

ど動的にHTMLが生成されている。

IIS

ASP
HTML

ADO/ODBC

http

HTMLファイル 

Jscript

VBScript

アクセス SQLサーバー 

WWWブラウザ－ 

～.asp

ASPファイル 

実行 

Active Server Pagesのしくみ

ウィンドウズNT 4.0 Option
Packに含まれるコンポーネント
・インターネットインフォメーシ
ョンサーバー 4.0
（WWW、 F T P、NN T P、
SMTPの各サービス）

・トランザクションサーバー2.0
・メッセージキューサーバー1.0
・管理コンソール
・インデクッスサーバー2.0
・サイトサーバーエクスプレス
・サーティフィケイトサーバー1.0
・インターネットコネクションサ
ーバー for RAS
・データアクセスコンポーネント
1.5

・フロントページ98サーバーエク
ステンション

・スクリプトデバッガー
・ウィンドウズスクリプティング
ホスト
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サーバー上の
VBScript

IISは拡張子がASPになっているフ

ァイルを読み込んでHTMLを生成する

ようになっている。開発者が作らなけ

ればならないスクリプトは、このASP

ファイルだ。また、データベースと接

続してデータを取得したい場合には、

別途ADO/ODBCによるデータソース

の設定が必要である。

ASPファイルは、IISに内蔵された

ActiveX Scripting技術によって実行

される。スクリプト言語として

VBScriptとJScriptが利用できるの

だが、実際にはA S P といえば

VBScriptである。

右のリストが、もっとも簡単なASP

のサンプルだ。ざっと見ると、HTML

のタグが並んでいるため、普通の

HTMLファイルのように見える。しか

し、「<%～%>」で囲んだ中には、Now

関数やHour関数、IfやElseが並んで

いるのがわかるだろう。

このように枠組みとして記述した

HTMLの中にスクリプトを記述してい

くのがASPだ。開発者はHTMLと

Visual Basicの既存の知識を活かし

ながら開発できる。複数のASPフィ

ルを活用して、スクリプトを積み重ね

ていくことにより、複雑なウェブアプ

リケーションを構築できるようになる。

ASPファイルの例
<html>
<head><title>ASPのテスト</title></head>
<body>
<%
h = Hour（Now）
If h < 12 Then
msg = "おはようございます"

ElseIf h < 18 Then
msg = "こんにちは"

Else
msg = "こんばんは"

End If
%>
<font size=5><% =msg %></font>
</body>
</html>

WWWブラウザーから見たASPファイル
<html>
<head><title>ASPのテスト</title></head>
<body>
<font size=5>こんにちは</font>
</body>
</html>

インデックスサーバー
で情報共有

Option Packには、IISのほかにも

ウェブアプリケーションに有用なサー

バーがまだある。インデックスサーバ

ー2.0だ。

複数のユーザーが、1つのファイル

サーバーに有用なファイルを保存して、

お互いに情報を共有することはよく行

われている。しかし、ワープロの書類

やプレゼンテーション資料、エクセル

で計算した見積りや財務状況などさ

まざまな種類のファイルを保存してい

くと、どこにどんな情報が存在するの

か、保存したユーザー本人以外にはわ

からなくなってしまう場合が多い（本

人にさえわからなくなってしまうこと

もある）。せっかくサーバー上で情報

を共有しようと思っても、これでは理

想に程遠い話だ。

インデックスサーバーなら、そうい

った状況を改善するウェブアプリケー

ションが作れる。インターネットの検

索エンジンであるgooやInfoseekの

ように、サーバー上にあるデータを全

文検索して、条件に合致したものを

WWWブラウザー上にリストアップし

てくれるのだ。

インデックスサーバーで扱える文書

フォーマットはテキストファイルだけ

でなく、HTMLファイル、ワード、エク

セル、パワーポイントにも対応してい

る。複数のサーバーに分散している場

合は、仮想ドライブとしてインデック

スサーバーが稼働しているサーバーか

ら参照できるようになっていればよい。

インデックスサーバー2.0はASPに

よって制御できるようになった。これ

により、データベース上のデータも、

サーバー上のファイルもすべて統合し

て一括で検索するウェブアプリケーシ

ョンすらASPで実現できる。たとえ

ば、「古野」という名前で検索する

と、データベースからは住所や電話番

号、そしてファイルサーバーからは古

野に関する文書の一覧が、一度に画

面にリストアップできる。

こういった、複数のデータやサーバ

ーをWWWブラウザーで統合して使い

やすくすることこそ、どんなアプリケ

ーションにも変化する、ウェブアプリ

ケーションならではの機能だといえな

いだろうか。

インデックスサーバー付属のサンプル

インデックスサーバー 

IIS/ASP

ADO/ODBC

データベース 

WWWブラウザ－ 

テキスト 
ファイル 

HTML 
ファイル 

ワード 
ファイル 

エクセル 
ファイル 

パワーポイント 
ファイル 
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作例その1

ASPでデータベース検索

ASPの力をもっともよく引き出すこ

とができるのは、サーバー上のActive

Xコンポーネントと組み合わせたとき

だ。中でも、ADO（ActiveX Data

Objects）を使えば、アクセスのデー

タベースを簡単にスクリプトで検索で

きる。プログラミングの知識が少々い

るが、Visual Basicに慣れた人ならす

ぐにわかるだろう。

1

アクセスでデータベースファイルを用意する。エク
セルでデータを作ってアクセスにインポートすると
簡単だ。

5

7

8

「選択」をクリック。

6

1で作成したデータベースファイルを選択する。

2

コントロールパネルの「ODBC」を開き、「ファイ
ルDSN」タブで「追加」をクリック。

3

「Microsoft Access Driver」を選び、「次へ」をク
リック。

4

データソース名（ここでは「meibo.dsn」）を入力
する。データソース名は何でもよい。

<form method=get action=”meibo.asp”>
<b>名前を入力してください</b> 例）佐藤<br>
<input type=text name=”name”> <input type=submit value=”検索”>
</form>

<%

name = Request.QueryString(“name”)

Set cn = Server.CreateObject(“ADODB.Connection”)   ‘Connectionオブジェクトを作成

cn.Open “FILEDSN=meibo.dsn” ‘データベースを開く

sql = “SELECT * FROM 顧客名簿 WHERE 姓 = ‘“ & name & “‘“

Set rs = cn.Execute(sql)                       ‘SQL文を使ってRecordSetオブジェクトを作成

Response.write “<table border>” ‘レコードの終わりまでループしてHTMLを出力

Do Until rs.EOF                               ‘rs(“フィールド名”)でフィールドの値が返る

Response.write “<tr><td>” & rs(“姓”) & “ “ & rs(“名”) & “</td><td>” _

& rs(“郵便番号”) & “ “ & rs(“住所”) & “</td><td>” & rs(“電話番号”) _

& “</td><td><a href=” & Chr(34) & rs(“メール”) _

& Chr(34) & “>” & rs(“メール”) & “</a></td></tr>”

rs.MoveNext

Loop

Response.write “</table>”

cn.Close

%>

HTMLでフォームを作成する。action属性にはASPファイルを相対パスまたは絶対パスで指定する。
ここでは「meibo.asp」とし、HTMLと同じフォルダーに置くことにする。

ASPファイルを作る。ファイルの中に普通にHTMLを書き、出力結果を表示したい場所にスクリプトを「<%～%>」で囲
って記述する。ここでは、「顧客名簿」テーブルの「姓」フィールドがHTMLのフォームで指定した名前と一致するものを表
示させている。最後にHTMLファイルとASPファイルをIISの仮想ディレクトリーに置き、HTMLにリンクを貼れば完成だ。

完成図

こんなことができる
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1

検索対象にするフォルダーを決めて、ワードやエク
セルの文書をコピーしておく。ここでは「C:¥Share
Doc」とした。

5

6

7

2

スタートメニューから「インターネットサービスマ
ネージャ」を起動し、「規定のWebサイト」上で右
クリック。仮想ディレクトリー（HTTPのパス）を
新規作成する。

3

仮想ディレクトリーに名前を付ける。フォルダー名
と同じ「ShareDoc」とした。

4

「参照」をクリックして「C:¥ShareDoc」を選択する。

[Query]

CiColumns=FileName,Size,Rank,Characterization,VPath,DocTitle,Write

CiFlags=DEEP

CiRestriction=%CiRestriction%

CiMaxRecordsInResultSet=300

CiMaxRecordsPerPage=10

CiScope=/ShareDoc

CiSort=Rank[d]

CiTemplate=/ ShareDoc/ShareDoc.htx

<form method=get action=”ShareDoc.idq”>

<b>キーワードを入力してください</b><br>

<input type=text name=”CiRestriction”> <input type=submit value=”検索”>

</form>

「<%CiRestriction%>」に<%CiMatchedRecordCount%> 件が一致しました。<br>

そのうち、<%CiFirstRecordNumber%> から <%CiLastRecordNumber%>

まで表示しています。

<%begindetail%>

<p><%CiCurrentRecordNumber%>.

<b><%DocTitle%></b> <a href=”<%EscapeURL VPath%>”><%FileName%>

</a>

<p><b>要約 :</b><%Characterization%>

<p>一致度 <%Rank%> サイズ <%Size%> 日付 <%Write%>

<%enddetail%>

IDQファイルを作成する。IDQファイルは各種の検索用変数を設定するファイルで、INIファイ
ルの形式に似ている。「CiScope=」には検索対象にしたいフォルダー（ここでは「/ShareDoc」）
を、「CiTemplate=」にはHTXファイル（ここでは「ShareDoc.htx」）を、それぞれ仮想ディ
レクトリーで指定する。

HTMLのテンプレートであるHTXファイルを作成する。普通にHTMLを書き、「<%～%>」で
囲った中にIDQファイル用とHTXファイル用の変数や値を書き込めば、検索結果が表示される。
たとえば、FileNameは検索されたファイル名を表し、VPathはそのファイルのHTTPパスを表
している。最後に、5で作成したHTMLにリンクを張れば完成だ。

作例その2

インデックスサーバで
ファイル検索

インデックスサーバーの利点は、何

といってもワードやエクセルの文書フ

ァイルを簡単に検索できることだ。難

しいことは考えず、決めたフォルダー

に文書をどんどんためていくのがいい

だろう。ここではASPを使わず、

HTML＋IDQ＋HTXの3ファイルを

使った例を紹介しよう。

フォーム、IDQ用、
HTX用の変数

HTXに出力される値

HTML、IDQ、HTXの各ファイルを作成する。ここでは、3つのファイルをすべて「C:¥Share
Doc」のすぐ下に置くことにする。まずHTMLでフォームを作る。action属性にはIDQファイ
ルを相対パスまたは絶対パスで指定する。ここでは「ShareDoc.idq」とした。

この部分が繰り返し
表示される

完成図

こんなことができる
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Cold Fusionの
サーバー連携

Cold Fusionはアプリケーションサ

ーバーとして稼働し、IISなどのウェ

ブサーバーと組み合わせて使う。ウェ

ブサーバーとのインターフェイスには

ISAPIやNSAPI、CGIなどをサポート

しているので、ほぼどんなウェブサー

バーとも組み合わせられる。

また、データベースとの連携には

ODBCを使い、いくつかのデータベース

のODBCドライバーが用意されている。

データベース以外にSMTPやLDAP

などにも対応しているので、電子メー

ルやディレクトリーサービスとの連携

も可能だ。

管理はすべて
WWWブラウザーで

Cold Fusionの管理はすべてWWW

ブラウザーを使ってできる。

管理用のページでは、Cold Fusion

の詳細な設定から作成したアプリケー

ションのデバッグまでできる。

また、今回のテーマであるデータベ

ースとの連携には、この管理用のペー

ジにアクセスし、ODBCドライバーを

選んで連携させたいデータベースを選

択しておく必要がある。

Cold Fusionは汎用のウェブアプリケーション作成ツールだ。これ1つでどん

なアプリケーションでも作れる。アプリケーションの作成にはCFMLという独

自のタグベース言語を使うが、HTMLを知っていれば習得しやすい。DB連携

にはさらにSQLの知識が要求されるが、マニュアルが充実していて、初めて

の人でも安心だ。

ウェブアプリケーション
パッケージ徹底解剖

セットアップの手間は？
専門知識の必要は？
あなたにぴったりの
パッケージはこれだ！

HTML感覚のタグベースプログラミング作成ツール

Cold Fusionで作るウェブアプリケーション

HTMLを記述する
ようにプログラミング

アプリケーション作成はCFMLとい

う言語で記述したファイルを作成する

ことから始まる。テキストエディター

などを使ってCFMLタグとHTMLタグ

を組み合わせて記述していけばいい。

Cold Fusionと同じアレイヤ社から販

売されているHTMLエディターHome

SiteはCFMLタグにも対応しているの

で、これを使ってCFMLファイルを作

成するのがおすすめだ。

データベース連携の部分について

は、CFMLのほかにSQLというデータ

ベースにアクセスするための言語の知

識が必要となる。

SQLは比較的習得しやすい言語な

ので、サンプルファイルを見ながらで

もアプリケーションを作成できるだろ

う。また、DB連携用のファイル作成

ウィザードも用意されている。

Cold Fusionは汎用のアプリケーシ

ョンサーバーなので、ASPと同様に自

由度も高い。CFMLの簡単さを考る

と、ASPを使ったVBscriptのプログ

ラミングが難しく感じた人におすすめ

したいツールだ。

<CFQUERY NAME=”Search” DATASOURCE=”Internet Magazine”>
SELECT * FROM table1
WHERE Naiyo LIKE ‘%#Naiyo#%’ OR Page_Name LIKE ‘%#Naiyo#%’
</CFQUERY>
中略

<BODY>
<H2>インターネットマガジン記事検索結果</H2>
<CFOUTPUT>
<P>#Form.Naiyo# の検索結果：</P>
</CFOUTPUT>
<CFTABLE HTMLTABLE QUERY=”Search”>
<CFCOL HEADER=”掲載号” TEXT=”#Month#”>
<CFCOL HEADER=”ページ” TEXT=”#Page#”>
<CFCOL HEADER=”記事名” TEXT=”#Page_Name#”>
<CFCOL HEADER=”カテゴリー“ TEXT=”#Category#”>
<CFCOL HEADER=”記事内容” TEXT=”#Naiyo#”>
</CFTABLE>
</BODY>
</HTML>

CFMLファイルの例

アプリケーションの結果表示

製品名 Cold Fusion 3.0J

発売元 三菱商事株式会社

価格 オープンプライス

プラットフォーム（サーバー） ウィンドウズNTサーバー3.51以上（Intel版）、
ウィンドウズ95＋ウェブサーバー

対応ブラウザー（クライアント） すべて

セットアップの容易度 ★★★★

プログラムの知識 CFML、SQL

設定の容易度 ★

管理、運用の容易度 ★★★

Cold Fusionを使った処理の流れ

DB

電子メール 

ディレクトリー 

ウェブ 
サーバー 

CFML 
ファイル 

Cold Fusion

HTML

クライアント 

WWW 
ブラウザー 

ODBC

SMTP

LDAP

1

4

2

3

試用版収録先：CD-ROM B→Trial→Win→Coldf30
参考jhttp://www.allaire.co.jp
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ウェブサーバーは
セットアップ不要

Web.FRONTにはウェブサーバーと

しての機能も含まれているため、NT

サーバーにセットアップするだけです

ぐにウェブベースのイントラネット環

境ができあがる。管理画面もいたって

シンプルにできている。

ただし、すでに別のウェブサーバーを

運用しているNTサーバーにWeb.

FRONTをセットアップすると、既存

のウェブサーバーのサービスが停止す

る。このような場合は、Web.FRONT

で使用するポート番号を既存のサーバ

ーとは別のものにするなどの工夫が必

要だ。もちろん、NTサーバーをもう1

台用意して、これにWeb.FRONTを

セットアップする方法もある。

WebFRONT Builder
で簡単作成

Web.FRONT 2.0には「WebFront

Builder」という作成ツールが付属す

る。Builderを使えば、既存のデータ

ベースのテーブルからクエリーを作成

し、これをウェブページのフォームに変

換するまで二三のボタン操作だけでで

きてしまう。できあがったページから

データベースにアクセスするためのコ

ンポーネントも自動的に埋め込まれ

る。具体的な手順は次のとおり。

1コントロールパネルにある「ODBC」

の「システムDSN」に使用するデ

ータベースファイルを登録。

Web.FRONTを使えば、社内ですでに使っているデータベースを簡単にウェブサーバーと連

携させられる。WWWブラウザーからデータの参照や編集をする程度のアプリケーションな

ら、プログラムやSQLの知識がなくても作成できる。セットアップやサーバー管理もわかり

やすく、今すぐDB連携を始めたいというユーザーにおすすめだ。

プログラムの知識は一切不要作成ツール

Web.FRONTで簡単データベース連携

製品名 Web.FRONT 2.0

発売元 株式会社ソフトフロント

価格 298,000円（5ライセンス）

プラットフォーム（サーバー） ウィンドウズNTサーバー4.0（Intel版）

対応ブラウザー（クライアント） ナビゲーター2.0、IE3.0以上

セットアップの容易度 ★★★★

プログラムの知識 不要（CGI、VBスクリプトの使用は可）

設定の容易度 ★★★★

管理、運用の容易度 ★★★★

2Web.FRONT Builderで先に登録

したデータベースのテーブルから参

照したいフィールドを選んでクエリ

ーを作成。

3クエリーをフォームに変換。フォ

ームの配置、背景色、文字の色な

どを指定。

4フォームをHTMLに変換。Web.

Frontサーバーの所定の場所にすべ

てのファイルを保存。

これで登録したデータベースの参照

や編集、ソート、検索がWWWブラ

ウザーからできるようになる。

また、Web.FRONTはVB Script

とPerlにも対応しており、プログラム

の知識があればより複雑なアプリケー

ションも作れる。やはり、凝ったこと

をやろうとすると、それだけスキルも

要求されることになる。

今回、評価に使用したバージョン

は2.0βだが、今年の秋に発売予定の

正式版ではASPにも対応するとのこ

と。「プログラム不要」のレベルが

ASPあたりまでくるとユーザーにはさ

らにうれしいはずだ。

HTMLの作成。下部のボタンも自動的に埋め込まれる。クエリーからフォームの作成。

DB

Web.FRONTを 
メインのサーバー 
にする場合 

Web.FRONT＋ 
既存のウェブ 
サーバーの場合 

Web.FRONTサーバー 
（すべてのウェブコンテンツを置く） 

クライアント クライアント クライアント 

データベース 

DB

既存のウェブサーバー＝http://～.co.jp/ 
Web.FRONTサーバー＝http://～.co.jp:8000

クライアント クライアント クライアント 

データベース 

参考jhttp://www.softfront.co.jp/webfront

（ベータ版ダウンロード可）
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ワンパッケージで
すべてを構成

今回使用した「イントラネット基本

導入パック」という製品はノーツ/ド

ミノをイントラネットに導入したい人

のための統合パッケージだ。この製品

にはノーツドミノR4.6とドミノワーク

スペースR1.0のほかに、ノーツR4.6

とファーストステップキットR4.6が同

梱される。

もちろんサーバーとしてノーツドミ

ノを、クライアントとしてノーツを使

ってシステムを構築できるが、このパ

ッケージを使うならばドミノワークス

ペースとノーツドミノを組み合わせて

ウェブベースのシステムを構築するこ

とをおすすめしたい。基本的なシステ

ム構成は右図のようになる。

クライアントはすべてWWWブラウ

ザー（IE4.01）を使って操作する。

一発簡単インストール

セットアップはドミノワークスペー

スのCD-ROMのセットアップファイ

ルをクリックするだけで、あとは指示

どおりに進めていけばいい。スキルは

まったくといっていいほど問われない。

インストールが終われば自動的にノ

ーツドミノが起動する。注意しなけれ

ばならないのは、ノーツドミノ自身が

ウェブサーバーも兼ねるので、ウィン

ドウズNTサーバー上でIISなどのウェ

ブサーバーを立ち上げている場合はこ

れを停止しておこう。

すでにノーツドミノを使っているユ

ノーツ/ノーツドミノの新製品「イントラネット基本導入パック」には、ノ

ーツドミノとノーツワークスペースというソフトウェアが同梱されている。

この2つを組み合わせると電子メールからスケジュール管理、掲示板などが

簡単にウェブベースで利用できる。SOHOでコラボレートするための統合

環境を導入したい人におすすめのツールだ。

ドミノワークスペースで簡単コラボレーションサーバー＋パッケージ

ノーツドミノをウェブベースで使う

ーザーもワークスペースをインストー

ルすれば同様の環境を構築できるが、

移行のためにある程度のテクニックが

必要なようだ。

コラボレーションの
ための統合パッケージ

ノーツドミノ＋ドミノワークスペー

スはイントラネット用の統合パッケー

ジとしてさまざまな機能を用意してい

る。実際の操作はWWWブラウザー

とWWWブラウザー内で動くJavaア

プレットを使う。

以下にこのシステムで何ができるか

を解説しよう。

1電子メール（図1）

電子メールとして必要な機能は揃

っている。また、サーバー側でSMTP

をサポートしているのでインターネッ

トの電子メールのやり取りもできる。

電子メール管理機能として受信し

たメールを複数フォルダーに分類する

こともできるが、振り分けなどの機能

は付いていない。そのほか検索やアド

レス帳の機能も付いてはいるが、とり

あえずといった感じは否めない。

基本的な機能は揃っているとはいう

ものの、個々の機能は十分とはいいが

たく、すでにSMTP/POPサーバーを

構築して電子メールを使っているなら

ばこの電子メール機能は無用だろう。

しかし、社内でPCを共有していたり、

社外から他人のPCを借りて電子メー

ルを読んだりする場合は有効な手段だ

といえる。

2スケジュール管理（図2）

個人のスケジュールはもちろん、グ

ループのスケジュールも確認できる。

会議の招集もかけることができ、グル

図1 電子メール画面

製品名 ロータス イントラネット基本導入パック

発売元 ロータス株式会社

価格 178,000円（ドミノフルアクセス5ライセンス）

プラットフォーム（サーバー） ウィンドウズNTサーバー4.0（Intel版）

対応ブラウザー（クライアント） IE4.01（ウィンドウズ）以上

セットアップの容易度 ★★★

プログラムの知識 不要

設定の容易度 ★★★

理、運用の容易度 ★

HTTP HTTP

クライアント 
（WWWブラウザー） 

クライアント 
（WWWブラウザー） 

一般ユーザー 管理者 

ウィンドウズNTサーバー 

ドミノワークスペース 

ノーツドミノ 

ノーツクライアント 
（管理用） インターネット 

SMTP 
電子メール 

参考jhttp://www.lotus.co.jp/
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ープでスケジュールを管理するには最

適だろう。

3会議室予約

登録されている会議室の予約がで

きる。同様の機能として、備品の貸

し出し予約といったものもある。会議

室や備品の空き状況を確認でき、比

較的人数が多いSOHO環境では効果

的な機能だ。

4ディスカッション（図3）

いわゆる掲示板機能で各ユーザーが

自由に投稿できるようになっている。カ

テゴリーも各ユーザーが自由に作れる

のでさまざまな用途に向く。

5文書ライブラリ

SOHO環境内で公開したい文書を

登録し、各ユーザーが参照できるよう

になっている。ファイルのアップロー

ドもでき、共同作業に必要な文書や

社内公式文書などを登録しておけば

便利だろう。

初期インストール状態では、上記

の機能のみが用意されている。初期導

入ではこれだけそろっていれば十分だ

ろう。ほかにも自作のアプリケーショ

ンやサードパーティーから提供される

アプリケーションを追加できるようだ。

使い方次第では、このシステム1つで

かなり幅広い用途に利用できる。

運用には
専門知識が必要

システムの環境設定は非常に簡単

になっている。WWWブラウザーを使

ってセットアップの際に作成した管理

者のユーザーIDでログインすると、管

理画面メニューが追加表示される。

ここではユーザーの追加やグループ

の作成、会議室や備品の設定、掲示

板や文書ライブラリの設定ができる。

すべてがWWWブラウザーで設定で

き、1つ1つの操作も簡単なので、特

に専門知識がなくても環境設定は問

題なくできる（図4）。

しかし、運用面を考えるとこれだけ

では不十分だろう。実際に稼働して

いるのはノーツドミノなので、トラブ

ルへの対処や詳細な設定についてはノ

ーツドミノ自体の管理知識が要求さ

れる。運用管理ツールとしてノーツク

ライアント（図5）が用意されており、

ある程度の環境設定がなされているの

で比較的管理しやすいが、お手軽パ

ッケージといえども、管理者として要

求されることは大きい。

今後の機能拡張に期待

このシステムに対応するWWWブラ

ウザーは、現時点ではウィンドウズ

95、98、NTで稼働するIE4.01以上

となっており、ネットスケープナビゲ

ーターなどのWWWブラウザーには対

応していない。マッキントッシュ版の

IEにも対応していないので、ウェブベ

ースのうたい文句である完全なオープ

ンプラットフォームとは程遠い。今後

の対応に期待したい。

また、ウェブベースということでノ

ーツクライアントを使ったコラボレー

トよりはるかに機能は落ちる。高機能

がすべてではないが、ノーツやノーツ

ドミノが持つ機能を完全には活かしき

っていないように思える。

とはいうものの、「簡単」というキー

ワードを考えると初めてコラボレーシ

ョンツールを導入するにはこの製品で

十分だろう。

アプリケーションを分散させてしま

うより、同一環境で機能を拡張して

いくことを考えているならば導入して

みる価値はあるだろう。

図2 スケジュール管理画面

図3 ディスカッション画面

図4 WWWブラウザーの管理画面

図5 ノーツクライアントの管理画面

インターネットマガジン／株式会社インプレスR&D
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サーバーソフトは
一切不要

9月30日までの期間限定パッケー

ジ「クィックイントラネット」は、デ

ータベースソフト「ファイルメーカー

Pro 4.0」とホームページ作成ソフト

「ホームページPro 3.0」、およびウェ

ブアプリケーションのテンプレート集

で構成される。

ファイルメーカーProには「Webコ

ンパニオン」というウェブサーバー機

能が含まれているため、特別なサーバ

ーのセットアップなしに即席イントラ

ネットができあがる。ウェブサーバー

としての機能は最低限のものしか用意

されていないため、一般に公開するよ

うな用途には不向きだが、スモールオ

フィス内での利用ならまず問題はない。

ただし、すでにウェブサーバーが動

いているマシンにセットアップする場

合は、Webコンパニオンのポート番号

（初期設定では80）を適当なものに変

える必要がある。

パッケージ派は
テンプレートから

とにかく手軽にウェブアプリケーシ

ョンを使いたいという人には「イント

ファイルメーカーProとホームページProをワンパッケージにした「クィックイントラネッ

ト」は、マッキントッシュでデータベースを作成するユーザーにおすすめだ。ファイルメーカ

ーProを起動するだけでウェブサーバーが開始され、開いたデータファイルはそのままウェ

ブページとして公開される。これほど手軽なツールはほかにない。

ウェブサーバー機能を持ったデータベースソフトサーバー＋パッケージ

マックならファイルメーカーでイントラネット

ラネットキット」がおすすめだ。CD-

ROMから必要なフォルダーをコピー

して、いくつかのデータファイルをフ

ァイルメーカーPro 4.0で開くだけ。

これで、WWWブラウザーで指定の

URLにアクセスすれば、出勤簿、掲

示板、カレンダー、会議室予約、取

引先住所録、従業員名簿、スケジュ

ール調整の7つのアプリケーションが

使えるようになる。

すべてのアプリケーションが高機能

だとはいえないが、社内のシステムに

よってはすぐに使えそうなものが二三

はあるはずだ。

自作派なら
CDMLに挑戦

ファイルメーカーProでは、CGIを

使ってWWWブラウザーから自作デー

タベースにアクセスするが、ユーザー

はプログラムの記述やファイルの変換

など、特別な作業をする必要はない。

ウェブサーバーとして、またCGIアプ

リケーションとして機能する「Webコ

ンパニオン」を使う設定にしてデータ

ファイルを開いておくだけだ。これで、

あらかじめ用意されたHTMLテンプレ

ートにデータが表示され、編集や検索

が可能になる。

<P>フィールド名1<BR> 
<INPUT TYPE=”text” NAME=”フィールド名1” VALUE=”[FMP-Field: フィールド名1]”>
<P><INPUT TYPE=”submit” NAME=”-Edit” VALUE=”レコードの編集”>

CDMLの記述例

より高機能で見栄えのいいページを

作りたい自作派のためには「CDML」

（クラリスダイナミックマークアップ言

語）が用意されている（記述例）。こ

れをHTMLタグに埋め込むことで、か

なり自由にアプリケーションを作れる。

独自仕様の言語をあらためて覚えると

いうのも考えものだが、CD-ROMに

は親切なリファレンスが用意されてい

る。HTMLがわかる人ならそれほど難

しい作業ではないので試してみる価値

はある。

製品名 クイックイントラネット

発売元 ファイルメーカー株式会社

価格 66,000円（2ユーザー2コピーライセンス）

プラットフォーム（サーバー） マッキントッシュ68K、PPC
ウィンドウズ95、98、NTワークステーション

対応ブラウザー（クライアント） ナビゲーター2.0、IE3.0以上

セットアップの容易度 ★★★★★

プログラムの知識 不要（アプリケーションの作成はCDML）

設定の容易度 ★★★★

管理、運用の容易度 ★★★★★

テキストボックスに「フィールド名1」のデータを表示し、
編集ボタンでこれを編集できるように指定している。

イントラネットキット
のカレンダー画面。

自作のデータベースは上図のように表示される。

ファイルメーカーPro

DB

CDML

CGI

Webコンパニオン 

データベース 

WWWブラウザー 

1

2

3

4

ファイルメーカーProのデータベース連携

クイックイントラネットを読者の皆さまに
モニターとして提供いたします。詳しくは
210ページをご覧下さい。

参考jhttp://www.filemaker.co.jp/html/
products/datasheet/intra/

（試用版ダウンロード可）
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インデックスサーバー
との連携が魅力

波乗野郎Enterpriseは、メンバー

が登録したページを自動巡回してサー

バーに保存し、オフィスのネットワー

ク内でこれを閲覧できるようにすると

いうものだ。これだけでもトラフィッ

クを少なくするなどのメリットはある

が、マイクロソフトインデックスサー

バーと組み合わせれば、さらに録画し

たページの検索までできるようになる。

それぞれに得意分野を持つメンバー

が日々利用するウェブページをサーバ

ーに蓄積してこれを検索できたら、強

力なデータベースになるはずだ。クラ

イアント版と比べるとはるかに利用価

値が増している。

設定にはサーバーの
知識が必要

Enterprise版のセットアップには

IIS 3.0以上が必要になるが、IIS 3.0

の場合はホームディレクトリーを波乗

野郎の「home」フォルダーに変更する

か、新しい仮想ディレクトリーを作る

必要がある。すでにウェブサーバーを運

用している場合は、前者の方法では

既存のページに影響が出る。後者の

方法を選ぶと「naminori.conf」など

3つの設定ファイルの内容を変更した

うえで、インデックスサーバーのマニ

ュアルを見ながら検索ページの変更ま

ですることになる。IIS 4.0なら、80以

外のポート番号を指定して新規にウェ

ブサイトを作成すればいいが、こちら

ホームページ録画ツールの定番「波乗野郎」のサーバー版が登場した。従来のク

ライアント版は趣味の要素が強かったが、こちらは録画したページをサーバーに

保存してネットワークのトラフィックを減らしたり社内向けにおすすめのページを

紹介できたりと、より実用的になっている。録画ページの検索機能も見逃せない。

録画したページを一発検索パッケージ

波乗野郎がスモールオフィスで活躍

の設定にもある程度の知識が必要だ。

NTサーバーがもう1台あれば、既

存のウェブサーバーとは別に波乗野郎

専用サーバーを作るのがもっと簡単だ

ろう。

便利なソフトだけに、ぜひ、ユーザ

ーが設定でつまずかないような工夫を

してほしい。

自分で見るページと
紹介するページ

管理者がユーザー登録をするとID

とパスワードが発行され、メンバーは

スタートページからログインできるよ

うになる。それぞれのメンバーにはほ

かのユーザーからは見えない個別の設

定画面が設けられ、ここから自分の好

きなページを登録したり閲覧したりで

きる。ここは、いわばプライベートな

スペースと考えればいい。

自分が登録したページの中に、ほか

のメンバーにも紹介したいようなおす

すめのコンテンツがあれば、「イエロー

ページ」にコメント付きで掲載できる。

ここは、登録メンバーならだれでも参

照できる公共のスペースとなるわけだ。

この種のシステムを役立てるためには、

それぞれのメンバーがこまめに情報を

提供する必要がある。有益なコンテン

ツが日々蓄積されて検索できるように

なれば、オフィスにとっての貴重なデ

ータベースになるはずだ。

ほかにも、登録したページの更新を

電子メールでメンバーに知らせたり、自

動巡回のスケジュールを細かく設定で

きたりと、機能はかなり充実している。

製品名 波乗野郎Enterprise

発売元 株式会社ビー・ユー・ジー

価格 78,000円

プラットフォーム（サーバー） ウィンドウズNTサーバー4.0（Intel版）＋IIS3.0以上
（検索機能を使う場合インデックスサーバーが必要）

対応ブラウザー（クライアント） ナビゲーター3.0、IE3.01以上

セットアップの容易度 ★★★

プログラムの知識 不要

設定の容易度 ★

管理、運用の容易度 ★★★

個人用の登録、参照コーナー。
録画ページの検索もできる。

全員に紹介したい
ページを登録する
イエローページの
コーナー。

波乗野郎Entreprise＋IIS＋インデックスサーバー

I I S インデックス 
サーバー 

WWWブラウザー 

ページデータ 

外部ウェブサーバー 

波乗野郎 
Entreprise

インターネット 

3検索 

2閲覧 

1録画 

参考jhttp://www.naminori.co.jp/enterprise/

（試用版ダウンロード可）
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多機能でも
設定はシンプル

今回の記事で紹介した中でも一二

を争うほど多機能なウェブアプリケー

ションがこの Hyper GroupWeb

ENTERPRISEだ。機能が多いとどう

しても設定や操作が複雑になりがちだ

が、マニュアルなしでも直感的に動か

せるほどシンプルな作りになっている。

アプリケーション自体は、ASPファ

イルとこれを管理するActiveXコント

ロールで構成される。これらのファイ

ルと専用の「GroupWebサーバー」

をセットアップすれば、すぐにそれぞ

れの機能が使えるようになる。ODBC

の設定も自動化されているうえに、ウ

ェブサーバーに仮想ディレクトリーを

作成するなどの手間もいらない。

ウェブアプリケーションを使ってHTML以外の文書をどのように管理するか、このテーマに取

り組んだのが「Hyper GroupWeb」だ。IISとASP、そしてインデックスサーバーの組み合

わせによって、ワードやエクセルなどのドキュメントをWWWブラウザーから参照、検索できる

ようにする。うまく活用すればペーパレスオフィスも夢じゃない。

WWWブラウザーから文書管理サーバー＋パッケージ

Hyper GroupWebでペーパーレスオフィス

製品名 Hyper GroupWeb ENTERPRISE 4.2J 

発売元 秋月巌ソリューション事務所

価格 189,000円（直販特別価格）

プラットフォーム（サーバー） ウィンドウズNT4.0、95、98＋IIS3.0、IIS4.0、
ピアウェブサーバー1.0、パーソナルウェブサーバー4.0
（全文検索機能を使う場合インデックスサーバーが必要）

対応ブラウザー（クライアント） IE3.0以上

セットアップの容易度 ★★★★

設定の容易度 ★★★

管理、運用の容易度 ★★★★

強力な文書管理システム

もっとも注目したいのは文書管理機

能だ。WWWブラウザーは、今や

HTMLファイルの閲覧だけでなく、ワ

ードやエクセルなどさまざまなタイプ

の文書に対応している。この点をうま

く利用したのが「文書データベース」

だ。ローカルにある文書を登録してお

けるため、オフィスのメンバーは

WWWブラウザーからこれを閲覧でき

るようになる。こうなると、参照した

い文書がどのフォルダーに保存されて

いるかをまったく気にしなくていいわ

けだ。内部的には登録時にウェブサー

バー内の「HGWDoc」ディレクトリ

ーに文書がアップロードされ、これに

リンクが張られる。もちろん、一定の

条件を指定しての検索や絞り込み検

索も可能だ。

さらに進んだ
「承認」機能

文書管理をさらに応用した機能が

「承認」だ。部下から上司へ、さらに

その上司へと次々にハンコが押され、

稟議書や申請書が承認されていくプ

ロセスをデジタル化したものだ。ここ

では、書類の代わりにデジタル文書が

回覧され、グラフィカルなハンコとと

もに次の担当者へと送られる。

お遊びと思えばそれまでだが、ペー

パーレスなオフィスを実現したいなら、

このようなシステムをあえて使うこと

が重要かもしれない。

同様の機能として「回覧」も用意

されているが、こちらは承認システム

はなく、単にドキュメントを回覧する

ためのものだ。このツールであまり重

要ではない書類などをやり取りしてみ

て、徐々に承認へとシフトしていくと

いうのも手だろう。波乗野郎と同様

にインデックスサーバーとの連携でPC

内の文書を全文検索できるほか、ウ

ェブベースの社内メールやリアルタイ

ム会議など、ほかのツールにはない魅

力が満載だ。唯一気になる値段も、こ

れだけの機能があれば納得できるかも。

登録した文書にはリンクが設定され、
WWWブラウザーから参照できるよう
になる。エクセルやワードファイルな
ら、上図のようにWWWブラウザーの
ウィンドウ内での編集もできる。

文書管理の機能を応用した「承認」システム。
企画書や稟議書を上司に回覧できる。承認ボタ
ンを押すと自動的にリアルなハンコが押される。

参考jhttp://akizuki.adsp.or.jp/
enterprise
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UNIXサーバーにも対応

ASPで作成されたウェブアプリケー

ションはセットアップできるウェブサー

バーがIISなどに限定されてしまう。そ

の点、サイボウズOfficeは現在使わ

れているほとんどのウェブサーバーに

対応している。つまり、ウィンドウズか

らUNIXまで、幅広いプラットフォー

ムにセットアップできるわけだ（なぜか

マックには対応していないのが残念）。

ここがサイボウズOfficeの最大の魅力

だろう。そればかりか、フリーのウェブ

サーバーまで付属するから驚きだ。

使える機能にフォーカス

サイボウズOfficeを使ってみて感じ

るのは、高度な機能よりも「使える機

能」が多いということだ。設定項目

も最小限に抑えられており、とにかく

ウィンドウズ95でも動くパッケージ

WeblyGoなら5分でセットアップ完了

今すぐ使える機能が満載パッケージ

ウェブサーバーを選ばないサイボウズOffice

製品名 WeblyGo 1.0

発売元 株式会社河合楽器製作所

価格 99,800円
（発売記念価格68,000円、1サーバーライセンス）

プラットフォーム（サーバー） ウィンドウズNTサーバー4.0（Intel版）＋IIS3.0以上
ウィンドウズ95、98＋パーソナルウェブサーバー

対応ブラウザー（クライアント） ナビゲーター3.0、IE3.0以上

セットアップの容易度 ★★★★★

設定の容易度 ★★★★★

管理、運用の容易度 ★★★★★

まずは使ってみようという気になる。

どこのオフィスにもあるホワイトボー

ドのデジタル版「行き先案内板」な

どは、単純なインターフェイスが功を

奏して実に気軽に使える。

実際には「サイボウズDBエンジン」

でデータ処理を行うなど、見た目ほど

単純なシステムではない。8月3日に

発売予定のバージョン2.0に含まれる

「プロジェクト管理」では、1つのプロ

ジェクトの中でメンバーの役割を明確

にし、それぞれの進捗状況を表示す

る。さらに、メンバー全員の達成度か

らプロジェクト全体の進み具合まで割

り出してくれる。これなども、オフィ

スですぐに使えるアプリケーションの

1つだろう。

また、セットアップの簡単さはこの

手のアプリケーションの中ではナンバ

ーワンだ。入門ツールとしてはもって

こいの製品だろう。

セットアップも管理も
手間いらず

ASPとODBCで動作するWebly

Goをセットアップしてみて驚くのは、

ユーザーが何もしなくていいという点

だ。セットアップファイルを起動した

らあとはひたすら「OK」を押すだけ。

この間に、セットアッププログラムは

ウェブサーバーのホームディレクトリ

ーにコンテンツをコピーし、ODBCの

システムDSNにWeblyGoデータベー

スを登録する。ウィンドウズ95や98

にもセットアップできるため、NTサー

バーのないオフィスには最適のパッケ

ージだ。

セットアップが終了したら、管理者

は部署名やグループ名を設定してユー

ザーを登録する。あとはフォーラムの

開設やオフィスの備品を登録すれば、

本当にすぐ使える（ただし、SQLサ

ーバーを使う場合は少々面倒な設定

が必要）。

シンプルなニュース
機能がおすすめ

操作性も極力シンプルにしてあるた

め、高度なコラボレーションやドキュ

メント管理などの機能は付属しない。

カレンダー、伝言板、ニュース、フォ

ーラム、予約、リンク集、住所録な

ど、ごくあたりまえの機能が中心とい

ったところだろう。

WeblyGoのおすすめは
「ニュース」と「予約」。

中でもおすすめは、メンバーの誰か

が最新情報を登録すると全員に知ら

される「ニュース」だ。単純なようだ

が、実際に役に立つのはこのようなシ

ンプルなアプリケーションであること

が多い。会議室など備品の予約を管

理する「予約」も使えそうだ。

行き先案内板とプロジェ
クト管理がおすすめだ。

製品名 サイボウズOffice 1.1 

発売元 サイボウズ株式会社

価格 88,000円
（1サーバーライセンス、登録ユーザー数100）

プラットフォーム（サーバー） ウィンドウズNT、95、98Solaris 2.5.x、
SunOS 4.1.x、FreeBSD 2.x、Linux 2.x

対応ブラウザー（クライアント） ナビゲーター2.0、IE3.0以上

セットアップの容易度 ★★★★★

設定の容易度 ★★★★★

管理、運用の容易度 ★★★★★

参考jhttp://www.kbs.co.jp/weblygo-hp/

参考jhttp://cybozu.co.jp/office/pack/（試用版ダウンロード可）
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■紙ベースからネットワーク化へ

株式会社ユートブレーンは医療関係のコンサル

ティングおよび出版を行っている企業だ。社員数

はおよそ30名ほどで、この特集で紹介してきた

ウェブアプリケーションからロータスノーツまで幅

広いネットワークアプリケーションを導入している。

また、東京と大阪に拠点を持ち、これを専用

線で結ぶことでイントラネットを活用している。

インターネットには、東京は専用線で、大阪は

OCNでそれぞれ接続している。

「以前はワープロと紙で業務をこなしていまし

たが、情報共有によって業務効率を上げるため

に全社的にPCのネットワークとともにノーツを

導入しました」と同社取締役の図師氏はいう。

■パートナーを巻き込むエクストラネット

彼らの情報活用の成功は内部的なものに止ま

らない。蓄積された情報をうまく活用することで、

製薬メーカーや医薬品卸業者などにWWWを使

って有料の情報提供を行っている。

さらに、出版部門に関しては長野にある印刷

会社をパートナーとし、VPN（PPTP）を使った

エクストラネットの構築によってノーツのデータ

を交換している。

「パートナーになっていただいときは、その会社

はマックユーザーばかりだったのですが、その後

ノーツのシステムを導入してもらい、ウィンドウ

ズを扱える人も入れてもらいました。業務に関し

ては、こちらで作成した原稿をノーツで印刷会社

と共有して入稿しています。印刷会社で校正して

もらった原稿はこちらの手元に残るようにし、情

報を再利用できるようにしています」と図師氏は

エクストラネットの有効な利用法を語ってくれた。

■費用対効果は大

情報の管理方法については、文書情報やイメ

ージなど一度作成したらほとんど変更しないよう

な情報はノーツドミノを使い、日々更新されてい

くようなデータなどの情報は、SQLサーバーをバッ

クエンドとしたIISを使ったウェブアプリケーション

を利用しており、適材適所でツールを選んでいる。

このほか東京大阪間の専用線は、TDM（時分

割多重装置）を使うことで、コンピュータのデー

タの送受信だけでなく、内線電話の回線として

も利用するなどの工夫が見られる。

「今までに9000万円ぐらい情報化に投資して

いますが、東京大阪間の電話代を年間480万円

節約し、WWWを使っての医療関連のニュース

や情報の売り上げが年間数千万円あります。さ

らに作業効率を考えれば、格段の違いがありま

す。ランニングコストを考えても、直接的な経費

節減、売り上げ、間接的な生産性を考えれば、

この投資は無駄になっていません」と費用対効果

についてもネットワーク活用の利点を語っている。

■必要なのは専門知識とシステム要求

システムの導入には図師氏がすべてあたってい

る。驚くべきことはプログラミングもすべて行っ

ているところだ。一般に30名程度の企業ではシ

ステム担当者の専任制を取り入れにくいが、図師

氏のような優秀なブレーンによってこのような成

功につながったといっても過言ではない。

「私が専門知識を持っていなければ、このよう

にすんなりといったかどうかわかりません。また

システム開発の費用も非常にかかったでしょう。

さまざまなメーカーがイントラネットやインター

ネット向けにパッケージ化したソフトを作ってい

ますが、それをどのように使うかが焦点となって

きます」とあくまでも使い手のシステムに対する

要求が重要であることを語っている。

今後は東京大阪間の専用線から、IPSecを使

ったVPNの構築に移行する予定だという。この

VPNでVoice Over IPによる内線電話の利用を計

画しているとのことだ。

またWWWのコンテンツだけでなく、医師など

専門職を持つ個人向けにターゲットを絞ったポイ

ントキャストによる情報提供を行っていく計画も

あるそうだ。

ネットワークとその上で動くアプリケーション

を上手に使い、どうやってビジネスに結び付ける

かが成功の秘訣のようだ。

要求に合った情報技術の利用が成功の秘訣

VPN＆ウェブアプリケーション活用事例
SOHO環境を構築していくうえで重要なのが、果たしてそのSOHO環境がビジネスで

役立つのかということだろう。やみくもにシステムを導入しても、その結果は無用になっ

てしまうのが関の山である。ここでは参考となるSOHO環境の成功事例を紹介しよう。

「情報技術が格段に進歩してい
る。それを取り込んだ情報提
供が会社の宣伝にもなる」と
図師氏。

大阪にある（株）ユート
ブレーンのサーバールーム

Linux

公開サーバー 

ウィンドウズNT 
サーバー 
IIS+SQLサーバー 

ウィンドウズNT 
サーバー 
ノーツドミノ 

専用線128kbps

専用線128kbps

株式会社コートブレーン 

大　阪 東　京 

OCN 128kbps 
（VPN試験用） 

インターネーネット 

ウィンドウズNTサーバー 
ノーツドミノ 

ウィンドウズNTサーバー 
SQLサーバー 

Solaris

ウィンドウズNTサーバー 

ウィンドウズNTサーバー 
ノーツドミノ 

ウィンドウズNTサーバー 
SQLサーバー 

Solaris

ウィンドウズNTサーバー 

クライアントPC20台 

個人ユーザー 

クライアントPC17台 

ファイアーウォール 

TDMTDM

クライアント企業 
（製薬メーカー、医薬品卸売業者、医療機関） 

パートナー印刷会社 

VPN（PPTP） 

エクストラネット 
海外ブランチ 

インターネット 

株式会社コートブレーンのシステム構成図
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できるVPN&ウェブアプリケーション

ネットワークで使う
アプリケーション

本誌2月号の特集「98年インター

ネットはこうなる」で「ネットワーク

なしにはアプリケーションが動かなく

なる」と予測してからおよそ半年がた

った。そして、この特集でウェブアプ

リケーションの実践に触れるまでにい

たったわけだ。

もちろん、現在でもワープロや表計

算ソフトなど、ネットワークとは関係

なく働いてくれるアプリケーションは

健在だ。しかし、インターネットで、

そしてイントラネットで、無意識のう

ちに多くのネットワークアプリケーシ

ョンを使っているのも事実だ。

いや、実際にはもっと進んでいる。

モビリティーを考慮したキャッシュ技

術の進歩によって、オンラインでもオ

フラインでもネットワークアプリケー

ションを使えるような仕組みも登場し

始めている。

「ネットワークなしには動かないアプ

リケーションをオフラインでも動かせ

る」時代にまできているわけだ。

Javaテクノロジーの進化やウィン

ドウズNT5.0の登場などを考えても、

今後この動きが後退するはずはない。

SOHOか大企業かといった規模にか

かわらず、ネットワークとアプリケー

ションを切り離しては考えられなくな

っているのだ。

自由に使うための
セキュリティー

この特集でとりあげた「VPN」の

発想も、今後のSOHO活用を考える

上で非常に重要な要素となる。

冒頭でも述べたように、社内で使

うアプリケーションがプラットフォー

ムに依存せず、インターネット標準の

プロトコルで通信するようになれば、

イントラネットからエクストラネット

へと簡単に拡張できるようになる。オ

フィスのメンバーも地理的な制限なし

に、どこにいても社内のネットワーク

にアクセスできる。このような状況が、

リモートアクセスや専用線接続と比べ

てどれだけ自由かはいうまでもない。

そして、さらに自由に使うためのネ

クストステップとして「セキュリティ

ーの強化」を考えることになる。自社

のネットワークが安全であればあるほ

どその拡張性が増す。どんなに重要な

ドキュメントであっても、完璧なセキ

ュリティーよって盗聴を防げればイン

ターネットでもやり取りできるのだ。

つまり、SOHOにおいても、まず「守

りを固める」、次に「より幅広く自由

に使う」というのが定石になるのでは

ないだろうか。

WWWのビジネス利用

インターネットで生まれた技術を社内

ネットワークに活用することでイントラ

ネットが生まれた。そして、イントラネッ

トで磨かれた技術が再びインターネッ

トで活躍する。この2つの技術はまさ

に、らせん階段のように進化してきた。

文書を表示するために開発された

WWWブラウザーでスクリプトが使え

るようになり、Javaアプレットが動

き、ActiveXコントロールが埋め込ま

れるようになった。ダイナミック

HTMLやXMLも登場してWWWブラ

ウザーはOSのシェルにまで昇格した。

現時点でWWWブラウザーとは何かと

聞かれたら、「アプリケーションのプラ

ットフォーム」と答えるのがもっとも

適切かもしれない。

同様に、ウェブサーバーやアプリケ

ーションサーバー、そしてそれらをデ

ーターベースと連携させるインターフ

ェイスといったバックエンドの技術も、

ユーザーの目の届かないところで着々

と強化されている。

当然、ここまで進化したWWWの

技術が趣味や実験のレベルにとどまる

はずはない。この数年で、今まで以上

にビジネス利用が進むはずだ。米国で

騒がれている「e-business」の波が

日本にやって来る日は、それほど遠く

ないと考えるほうが自然だろう。

こう考えてみるのはどうだろう。「世

界中の情報を検索でき、ほしいときに

いつでもそれを取り出せる巨大な情報

共有システムがインターネットのWWW

だった。その実力についてはだれもが

認めるところだろう。これをそのまま

数十人単位のSOHOに持ってくれば、

活躍しないわけがない」と。

あり余るWWWの能力をオフィスで

いかに使い切るか、そのプラットフォ

ームにどんなアプリケーションを乗せ

るか、これが今後のテーマとなるのだ。

WWWは世界規模の情報共有だった
さらなるビジネス利用が始まる
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